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一　

は
じ
め
に

　

国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連
合
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
）
の
初
め
て
の
世
界
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
二
〇
〇
八
年
六
月
二
九
日
か
ら
七
月
六
日
に
か
け
て

イ
タ
リ
ア
の
リ
ミ
ニ
で
開
催
さ
れ
、
二
五
〇
〇
名
以
上
の
競
技
者
を
集
め
た
。
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
て
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
ズ
な
ど
の
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
中
で
、
つ
い
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
が
ど
ん
な
組
織
か
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
そ

の
組
織
特
性
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
国
際
労
働
運
動
の
理
念
、
す
な
わ
ち
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
平
等
と
連
帯
に

基
づ
い
た
国
際
的
多
種
目
ス
ポ
ー
ツ
組
織
で
あ
る
。
こ
の
十
年
間
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
三
六
カ
国
の
同
盟
と
三
つ
の
大
陸
の
同
盟
、
そ
し

て
全
体
で
一
二
〜
一
四
百
万
人
の
個
人
会
員
を
抱
え
る
世
界
組
織
へ
と
急
速
に
成
長
し
て
き
た
。
国
際
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
、
Ｃ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
資
格
、
才
能
、
国
籍
、
年
齢
、
性
別
お
よ
び
社
会
的
境
遇
に
関
係
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
っ
て

利
益
を
得
る
た
め
の
支
援
を
続
け
て
き
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
総
協
会
（
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
）、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
体
育
国

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
と
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ

　

―
　

国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
戦
後
再
建
に
向
け
て

青
沼
裕
之
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際
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
お
よ
び
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
内
の
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
を
調
整
す
る
た
め
の
国
際
調

査
検
討
委
員
会
と
の
良
好
な
協
力
関
係
を
保
っ
て
い
る
。」
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
国
際
労
働
運
動
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
組
織
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
以
外
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
連
合
体
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
、
ス

ポ
ー
ツ
、
体
育
を
含
む
多
様
な
身
体
活
動
領
域
の
研
究
を
奨
励
し
調
整
す
る
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
登
録
の

機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
お
よ
び
お
馴
染
み
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
協
力
関
係
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
初
め
て
の
世
界
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
二
〇
〇
八
年
に
開
催
し
、
第
二
回
大
会
を
二
〇
一
〇
年
に
エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
で
開
催
し
た
。

　

し
か
し
、
実
は
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
組
織
名
称
こ
そ
違
う
が
戦
前
に
も
存
在
し
て
お
り
、
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
を
過
去
に
三
回
開
催
し
て

い
た
。
再
び
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
歴
史
」
を
見
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
、

と
り
わ
け
女
性
と
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
権
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
一
九
一
三
年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
で
設
立
さ
れ
た
。
連
盟
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
二
度
の
世
界
大
戦
と
そ
の
他
の
主
な
政
治
的
事
件
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
被
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

は
、
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
よ
う
な
非
特
権
階
級
の
た
め
の
大
会
を
組
織
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
一
九
四
六
年
に
再
建
さ
れ
、
そ
れ

以
来
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。」
と（
1
）。

　

こ
れ
は
先
行
研
究
で
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
戦
前
の
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
）
と
称
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
一
九
四
六
年
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
を
前
身
と
し
て
再
建
さ
れ
た
組
織
な
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の

創
設
過
程
、
言
い
換
え
れ
ば
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
再
建
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
実
に
興
味
あ
る
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ツ
・
ニ
ッ
チ
ュ
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
再
建
過
程
、
す
な
わ
ち
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
解
体
に
よ
る
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
本
部
の
解
散
と

戦
時
中
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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一
九
三
八
年
九
月
の
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
」
と
一
九
三
九
年
三
月
の
残
部
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
占
領
の
結
果
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
〔
Ｓ

Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
ド
イ
ツ
語
イ
ニ
シ
ャ
ル
表
記
―
筆
者
註
〕
は
そ
の
会
員
数
最
大
の
組
織
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ハ
に
あ
っ
た
そ

の
本
部
も
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
指
導
的
代
表
者
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
。
―
第
二
次
世
界
大

戦
の
最
初
の
数
年
間
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
は
全
く
停
止
し
た
。「
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
、

一
九
四
二
年
三
月
七
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
出
身
の
亡
命
者
の
会
議
が
開
か
れ
、「
準
備
委
員
会
」

を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
は
後
に
「
亡
命
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゾ
ル
ク
が
ド
イ
ツ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
を
代
表
し

た
こ
の
委
員
会
は
、
全
体
で
一
六
回
の
会
議
を
開
き
、
そ
の
さ
い
一
九
四
三
年
六
月
二
日
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
未
来
の
た
め

の
覚
え
書
き
も
公
表
し
た
（
資
料
：
一
九
四
五
年
一
〇
月
、
パ
リ
で
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
国
際
会
議
に
提
出
さ
れ
た
社
会
主
義
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
報
告
）（
2
）。

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
史
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
ニ
ッ
チ
ュ
の
記
述
が
最
後
と
な
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
思
想
と
行
動
の
歴
史
記
述
は
途
絶
え

て
し
ま
う
。
従
っ
て
先
行
研
究
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
故
、
本
論
文
の
課
題
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
指
導
的
代
表
者
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
か
ら
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
（
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
）
の

活
動
を
追
跡
す
る
こ
と
に
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
研
究
を
専
門
と
す
る
筆
者
が
何
故
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
史
の
研
究
に
着

手
し
た
か
と
言
え
ば
、
実
は
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
指
導
的
代
表
者
た
ち
を
結
び
つ
け
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
戦
後
再
建
の
活
動
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
発
揮
し
た
の
が
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
指
導
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
歴
史
は
戦
中
期
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
歴
史
を
記
す
こ
と
の

一
環
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
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先
ず
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
プ
ラ
ハ
本
部
の
解
散
と
指
導
的
代
表
者
た
ち
の
イ
ギ
リ
ス
亡
命
と
い
う
事
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ナ
チ
ス
に
よ

る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
侵
略
と
解
体
の
経
緯
を
以
下
に
示
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九
三
八
年
九
月
一
三
日
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
内
の
ド
イ
ツ
人
が
大
挙
し
て
反
乱
を
試
み
た
。
こ
の
反
乱
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
政
府
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
国
情
は
回
復
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
変
に
乗
じ
て
ヒ
ト
ラ
ー
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
侵
入
す
る

動
き
を
加
速
化
す
る
。
英
仏
両
政
府
に
緊
張
が
走
っ
た
。
九
月
一
五
日
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
飛
び
ヒ
ト
ラ

ー
と
会
見
し
、
そ
こ
で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
ズ
デ
ー
テ
ン
の
ド
イ
ツ
人
居
住
地
域
を
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
よ
り
分
離
し
て
ド
イ
ツ
に
割

譲
す
る
が
、
こ
れ
以
上
の
ド
イ
ツ
軍
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
侵
入
を
控
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
九
月
一
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
首
相
ダ
ラ

デ
ィ
エ
が
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
、
切
り
縮
め
ら
れ
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
保
証
を
確
認
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
大
統
領
の
ベ
ネ

シ
ュ
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
の
意
向
を
無
視
し
た
英
仏
両
政
府
の
強
硬
な
要
請
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
九
月
二
二
日
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
再
び
ド
イ
ツ
へ
飛
び
、
ラ
イ
ン
河
畔
の
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
で
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
見
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
英
仏
両
政
府

の
提
案
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
伝
え
、
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
九
月
二
九
日
、
英
仏
独
伊
の
代
表
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
集
ま
り
会
談
を
も
っ
た
。
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
会
談
で
は
終
始
ヒ
ト
ラ
ー
が
優
位
な
立
場
に
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
代
表
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
公
平
な
仲
裁
者
の
役
を
演
じ
て
、
翌

三
〇
日
四
ヶ
国
代
表
は
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
を
ド
イ
ツ
へ
割
譲
す
る
代
わ
り
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
国
家
主
権
と
領
土
保
全
を
認

め
る
、
と
い
う
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
を
結
ん
だ
。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
に
よ
り
小
さ
く
切
り
縮
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
ナ
チ
ス
の
さ
ら
な
る
侵
攻
に
よ
り
、
一
九

三
九
年
三
月
一
五
日
に
瓦
解
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
後
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
大
統
領
と
し
て
ベ
ネ
シ
ュ
の
あ
と
を
継
い
だ
ハ
ー
ハ

（H
ácha

）
は
、
こ
の
国
の
運
命
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
掌
中
に
委
ね
た
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
独
立
国
と
な
り
、
カ
ル
パ
ト
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
奪
取
さ
れ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
と
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
が
ド
イ
ツ
の
保
護
領
に
な
っ
た（
3
）。
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以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
解
体
し
た
こ
と
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
プ
ラ
ハ
本
部
は
解
散
し
、
そ
の
指
導
的
代
表

者
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
設
立

　

Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
『
年
次
報
告
書
第
一
一
号
』（
一
九
四
〇
年
一
二
月
）
に
は
、
早
く
も
次
の
よ
う
に
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
任
務
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
へ
の
侵
略
は
、
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
活
動
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
途
絶
え
さ
せ
た
。
イ

ギ
リ
ス
は
別
と
し
て
、
ス
イ
ス
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
け
が
、
我
々
が
知
る
か
ぎ
り
で
活
動
し
続
け
て
お
り
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
未
だ
に
こ

れ
ら
の
国
の
組
織
と
連
絡
を
保
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
は
、
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン

タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
役
員
ら
と
連
絡
を
取
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
て
い
な
い
。〔
略
〕
我
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
同
志
た
ち
に
深
い

共
感
を
覚
え
る
。
そ
し
て
、
我
々
自
身
の
た
め
に
と
同
様
に
彼
ら
の
た
め
に
、
戦
後
に
我
々
が
国
際
運
動
を
迅
速
に
復
活
さ
せ
る
目

的
で
、
未
だ
に
続
い
て
い
る
そ
れ
ら
他
の
国
々
と
の
協
力
関
係
に
あ
る
組
織
的
中
核
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
我
々
の
義
務
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る（
4
）。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
段
階
で
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
「
戦
後
に
我
々
が
国
際
運
動
を
迅
速
に
復
活
さ
せ
る
」
こ
と
、
す
な
わ

ち
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
戦
後
再
建
を
任
務
と
自
覚
し
て
い
た
。

　

Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
戦
中
も
何
と
か
組
織
と
活
動
を
小
規
模
な
が
ら
維
持
し
て
お
り
、
一
九
四
一
年
後
半
に
『
会
報
第
一
号
』
を
発
行
し
て
い
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る
。
こ
の
会
報
に
は
「
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
項
目
が
起
こ
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。我

々
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
一
国
を
除
い
て
す
べ
て
が
機
能
し
て
い
な
い
し
、
連
盟
組
織
の
ほ
と
ん
ど
が
ナ
チ
ズ
ム
に
踏
み
に
じ
ら

れ
潰
さ
れ
た
。
ス
イ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
今
や
存
続
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
ら
と
連
絡
を
取
る
こ
と
は

も
は
や
で
き
な
い
。
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
以
前
の
メ
ン
バ
ー
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
代
表
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
唯

一
持
続
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
我
々
は
存
続
に
あ
た
っ
て
二
重
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
生
き

残
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
我
々
は
、
戦
後
に
そ
の
再
建
を
開
始
す
る
先
発
で
あ
る
こ
と
を
希
望
す
る（
5
）。

　

一
年
弱
前
の
記
録
と
比
べ
て
、
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
し
孤
立
感
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
連
盟
は

ど
う
な
っ
た
の
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
連
盟
と
は
こ
れ
ま
で
連
絡
が
取
れ
て
い
た
の
か
、
定
か
で
な
い
。
そ
う
い
う
情
報
不
足
の
中
で
、

Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
唯
一
存
在
し
続
け
て
い
る
連
盟
組
織
で
あ
る
と
自
覚
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
戦
後
再
建
を
よ
り
強
く
企
図
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
後
に
出
さ
れ
た
『
年
次
報
告
書
第
一
二
号
』（
一
九
四
一
年
一
二
月
）
に
は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
希
望
に
満
ち
た
記

述
が
記
さ
れ
た
。
外
国
か
ら
亡
命
し
て
き
た
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
指
導
的
代
表
者
と
の
連
絡
が
取
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

（
労
働
組
合
会
議
の
協
力
の
下
に
）
以
前
に
母
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
関
係
の
あ
っ
た
亡
命
者
と
の
接
触
が
図
ら
れ
た
。
執

行
委
員
会
は
、
亡
命
者
の
同
志
の
一
人
か
ら
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
、（
ａ
）
戦
局
が
許
す
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
接
触

を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
（
ｂ
）
大
戦
後
に
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
主
導
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権
を
と
る
た
め
に
、
国
際
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
提
案
を
実
行
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
新
年
早
々
に
会
議
を
招
集

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（
6
）。

　

労
働
組
合
会
議
は
通
称
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の
統
括
組
織
で
あ
る
。
上
記
の
「
亡
命
者
の
同
志
の
一
人
」
と

は
誰
な
の
か
、
に
つ
い
て
は
後
に
明
ら
か
と
な
る
。
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
労
働
党
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
組
織
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
際

的
な
情
報
網
を
も
つ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
を
通
じ
て
亡
命
者
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
が
始
ま
っ
て
二
年

以
上
経
っ
て
よ
う
や
く
亡
命
者
た
ち
と
の
関
係
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
は
『
会
報
第
二
号
』
の
記
事
か
ら
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
組
合
会
議
は
、
祖
国
で
か
つ
て
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
関
与
し
て
い
た
亡
命
者
の
リ
ス
ト
を
我
々
に
提
供
し
た
。
そ
れ
は
、

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
以
前
の
役
員
、
す
な
わ
ち
副
会
長
と
彼
の
同
僚
の
一
人
で
あ
る
技
術
・
教
育

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
含
ん
で
い
る
。
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
友
人
た
ち
が
こ
ち
ら
の
リ
ス
ト
の
中

に
あ
る（
7
）。

　

こ
こ
で
、
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
各
国
代
表
者
た
ち
を
含
む
多
く
の
亡
命
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
き
た
の
か
、

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
著
、
小
山
泰
蔵
訳
『
国
際
労
働
運
動
の
四
五
年
―
国
際
労
働
組
合
連
盟
の
歩
み
―
』
論
争
社
、
一
九
六
一
年
を

手
が
か
り
と
し
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

ナ
チ
ス
に
よ
る
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
へ
の
侵
略
の
後
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
本
部
を
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
す
こ
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と
が
決
ま
り
、
一
九
四
〇
年
五
月
一
〇
日
と
六
月
一
七
日
に
本
部
移
転
の
処
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
書
記
長
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
ド

イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
の
政
治
的
亡
命
者
と
労
働
組
合
亡

命
者
の
た
め
に
、
六
月
の
末
ま
で
に
、
こ
れ
ら
亡
命
者
を
再
結
集
さ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
闘
争
を
続
け
る
者
、
ア
メ
リ
カ
に
安
全

に
移
民
す
る
こ
と
を
望
む
者
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
ま
る
者
、
自
分
の
祖
国
に
帰
る
者
と
い
う
よ
う
に
当
面
の
計
画
を
策
定
し
て
行
動
に
移
し

た（
8
）。

　

こ
う
し
た
亡
命
者
の
中
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
指
導
的
代
表
者
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
述
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備

委
員
会
で
尽
力
し
た
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
も
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
イ
ギ
リ
ス
書
記
局
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
末
ま
で
に
は
二
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
、
ベ
ル
ギ
ー
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
労

働
者
の
グ
ル
ー
プ
が
ロ
ン
ド
ン
で
中
央
組
織
を
構
成
す
る
に
至
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
に
よ
っ
て
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん
で
い
た
す
べ
て
の
著
名
な
外
国
人
労
働
組
合
主
義
者
の
会
議
が
一
二
月
一
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
開

か
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
四
一
年
の
間
に
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
労
働
組
合
主
義
者
の
再
結
集
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る（
9
）。

　

次
い
で
、
亡
命
労
働
組
合
主
義
者
の
組
織
化
の
先
に
あ
る
国
際
組
織
再
建
の
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委

員
会
の
結
成
と
戦
後
再
建
の
問
題
に
密
接
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
四
一
年
五
月
八
日
、
五
人
の
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
代
表
と
五
人
の
国
際
産
業
別
書
記
局
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
代
表
よ
り
な
る
合
同
委
員
会
が
、
議
長

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
も
と
に
最
初
の
会
議
を
開
き
、
臨
時
執
行
局
を
設
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
規
約
に
あ
る
総
評
議

会
の
代
わ
り
に
緊
急
国
際
労
働
組
合
評
議
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
戦
時
会
議
は
九
月
三
〇
日
に

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
、
新
し
い
労
働
組
合
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
再
建
す
る
徹
底
し
た
研
究
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
合
同
委
員

会
の
提
案
の
も
と
で
、
臨
時
執
行
局
（
議
長
：
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
、
副
議
長
：
ヨ
セ
フ
・
ボ
ン
ダ
ス
（
ベ
ル
ギ
ー
）、
ウ
ィ
リ
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ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
（
ア
メ
リ
カ
）、
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ノ
ル
ダ
ー
ル
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
書
記
長
：
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
）
の
設
置
、

並
び
に
臨
時
執
行
局
メ
ン
バ
ー
に
七
名
の
全
国
中
央
組
織
代
表
と
七
名
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
代
表
を
加
え
て
構
成
さ
れ
る
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
設
立
が
決

定
さ
れ
た（
10
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
設
立
と
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
戦
後
再
建
の
議
論
に
先
立
っ
て
、
上
部
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
イ
ギ
リ

ス
で
の
再
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

既
述
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
『
年
次
報
告
書
第
一
二
号
』
に
記
さ
れ
て
い
た
会
議
は
一
九
四
二
年
三
月
七
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
。『
年
次
報

告
書
第
一
二
号
』
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
長
い
記
述
で
あ
る
が
重
要
な
記
録
で
あ
る
の
で
引
用
す
る
。

も
っ
と
も
成
功
し
た
会
議
が
三
月
七
日
土
曜
日
に
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
役
員
は
外
国
か
ら
の
仲
間
、
今
は
わ
が
国
へ

の
亡
命
者
と
出
会
っ
た
。
彼
ら
は
、
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
活
動
が
戦
時
期
に
如
何
に
継
続
さ
れ
う

る
の
か
、
そ
し
て
戦
闘
が
終
結
し
た
と
き
に
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
全
活
動
が
迅
速
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
如
何

な
る
準
備
計
画
を
作
成
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
役
員
、
そ
し
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
か
つ
て
の
役
員
と
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
た
。

数
名
の
関
係
者
か
ら
欠
席
の
謝
罪
と
支
持
の
約
束
が
あ
っ
た
。〔
略
〕
会
議
は
、
各
国
か
ら
の
二
名
の
代
表
を
含
む
委
員
会
を
創
設

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
代
表
が
会
議
で
任
命
さ
れ
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
次
回
の
執
行
委
員

会
会
議
で
候
補
者
を
任
命
す
る
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
で
す
で
に
メ
ン
バ
ー
を
把
握
し
て
い
る
以
外
の
国
々
に
と
っ
て
す
ぐ
に
も
望
ま
れ

る
好
機
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
国
々
の
席
も
満
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
／
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
将
軍
（
目
下
ア
メ
リ
カ
に
常

住
）
を
、
会
長
と
し
て
の
職
務
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
に
招
待
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
共
同
書
記
が
任
命
さ
れ
た

　

―
　

一
名
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の
チ
ェ
コ
人
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
国
際
書
記
。
そ
の
他
の
役
職
は
後
日
満
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
役
員

と
委
員
会
は
臨
時
の
も
の
で
あ
り
、
大
戦
後
す
ぐ
に
も
完
全
な
国
際
会
議
が
招
集
さ
れ
う
る
と
き
に
は
、
職
務
を
果
た
す
こ
と
を
や

め
る
。

委
員
会
は
差
し
当
た
り
以
下
の
こ
と
に
集
中
す
る
だ
ろ
う
。

（
1
）
広
報
の
発
行

（
2
）
未
だ
に
機
能
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
（
例
え
ば
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
パ
レ
ス
チ
ナ
）

と
の
連
絡
の
確
保

（
3
）
新
聞
、
無
線
お
よ
び
気
づ
き
う
る
か
ぎ
り
他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
大
戦
中
に
可
能
な
か
ぎ
り
の
宣
伝

（
4
）
現
在
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
他
国
か
ら
の
男
女
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
準
備

（
5
）
こ
れ
ま
で
関
係
の
あ
っ
た
国
々
だ
け
で
な
く
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
は
じ
め
国
際
的
な
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
に
こ
れ
ま
で
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
他
の
国
々
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
お
い
っ
そ
う
包
括
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
大
戦
後

に
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
迅
速
に
完
全
な
か
た
ち
で
復
活
さ
せ
る
た
め
の
計
画
の
準
備（
11
）

　

こ
の
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
代
表
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
執
行
委
員
Ｔ
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
に
よ
る
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
へ
の
報
告
か
ら

補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
第
一
回
国
際
会
議
が
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
土
曜
日
に
ロ
ン
ド
ン
の
ボ
ニ
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ン
ト
ン
・
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
氏
が
議
長
を
務
め
た
。〔
略
〕
出
席
者
に
は
以
下
の
人
々
が
い
る
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（H

einlich M
ueller

）（
チ
ェ
コ
）
社
会
主
義
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
副
会
長
／

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（Rudolf Storch

）（
チ
ェ
コ
）
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
教
育
委
員
会
議
長
お
よ
び
様
々
な
委
員
会
の
委
員
／

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゾ
ル
ク
（H

einlich Sorg

）（
ド
イ
ツ
）
ド
イ
ツ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
か
つ
て
の
指
導
的
役
員
／

ラ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
ン
ツ
リ
ヒ
（Rachael 

H
anzlich

）（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
か
つ
て
の
会

員
。
欠
席
の
詫
び
状
を
送
り
支
持
の
約
束
を
し
た
人
々
は
以
下
の
通
り
。

エ
ル
・
ホ
マ
（Er. H

om
m
a

）（
ズ
デ
ー
テ
ン
・
チ
ェ
コ
）
／

Ｅ
・
ア
ロ
ン
（E. A

ron

）（
チ
ェ
コ
）
／

Ｆ
・
ミ
ク
ラ
（F. M

ykura

）（
チ
ェ
コ
）
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
か
つ
て
の
議
長
／

Ｆ
・
ク
ニ
ヒ
（F. K

unig

）（
チ
ェ
コ
）
北
お
よ
び
北
西
ボ
ヘ
ミ
ア
の
か
つ
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
者
／

マ
ッ
ク
ス
・
グ
リ
ュ
ン
バ
ル
ト
（M
ax Gruenw

ald

）（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
か
つ
て
の
役

員（
12
）。

　

会
議
出
席
者
の
中
に
、
か
つ
て
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
副
会
長
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
教
育
委
員
会
議
長
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
、
い
ず

れ
も
チ
ェ
コ
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
彼
が
か
つ
て
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
指
導
的
代
表

者
の
一
人
で
あ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
（Provisional Com

m
ittee of the Socialist W

orkers’ Sports International

が
英
語

表
記
の
正
式
名
称
と
な
る
）
の
共
同
書
記
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
彼
が
こ
の
会
議
を
提
案
し
た
既
述
の
「
亡
命
者
の

同
志
の
一
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
推
察
で
き
る
。
会
長
の
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
は
亡
命
地
の
ア
メ
リ
カ
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
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Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
、
特
に
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
書
記
長
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ

準
備
委
員
会
の
実
務
全
般
に
責
任
を
も
っ
て
組
織
運
営
の
要
に
あ
っ
た
。

三　

国
際
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ
と
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
第
二
回
会
議

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
以
後
は
、
亡
命
者
た
ち
を
組
織
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

そ
の
課
題
を
果
た
す
こ
と
が
活
動
の
大
切
な
事
項
と
な
っ
て
い
く
。

　

最
初
の
試
み
と
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
亡
命
者
た
ち
と
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
と
の
親
睦
交
流
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ
が
一
一
月
に
入
っ
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委

員
会
と
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
執
行
部
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
く
。
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｔ
Ｕ
Ｃ
と
労
働
党
、
そ
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
に
公
式
の
代

表
を
送
る
よ
う
に
求
め
て
い
る（
13
）。

　

こ
の
国
際
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ
は
一
二
月
一
三
日
の
日
曜
日
に
全
国
労
働
組
合
ク
ラ
ブ
（
ロ
ン
ド
ン
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
競
技
は
イ

ギ
リ
ス
代
表
と
各
国
代
表
が
競
い
合
う
と
い
う
方
式
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
催
し
に
は
多
く
の
亡
命
者
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、
も

れ
な
く
彼
ら
の
氏
名
と
国
籍
を
記
す
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

代
表
選
手
―
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
フ
ァ
ツ
ェ
カ
ス
（Stephen Fazekas
）（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ラ
ン
ケ

ル
（
ド
イ
ツ
）、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
ト
ル
ス
フ
ラ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
フ
ァ
ル
カ
ス
（Farkas

）（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ク
ラ
イ
ス
ベ
ル
ク
（
ド
イ
ツ
）、
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ト
ナ
ー

（
ド
イ
ツ
）、
レ
イ
フ
・
Ｅ
・
Ａ
・
ミ
ケ
ル
ソ
ン
（Leif. E. A

. M
ichelson

）（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）、
レ
オ
・
ヴ
ェ
ツ
ラ
ー
（Leo W

et-
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zler

）（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
（
ベ
ル
ギ
ー
）、
フ
リ
ー
ド
ル
・
ヒ
ル
シ
ュ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ク
ル

ト
・
ベ
ケ
ル
（
ド
イ
ツ
）、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
リ
ー
ス
ケ
（
ド
イ
ツ
）、
エ
メ
リ
ヒ
・
フ
ォ
ル
バ
ト
（Em

erich 
Forbath

）（
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
マ
ッ
ク
ス
・
メ
リ
オ
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（Friedm

ann

）（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
ク

ラ
ウ
ス
・
レ
ー
マ
ン
（
ド
イ
ツ
）、
ル
ド
ル
フ
・
ビ
ー
ル
（Rudolf 
Biel

）（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）、
オ
ッ
ト
ー
・
ド
イ
チ
ュ

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ツ
ェ
ノ
・
デ
ッ
サ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
／
控
え
選
手
：
ク
ル
ト
・
ハ
イ
ト
ラ
ー
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ポ
ラ
ッ
ク
、

ヴ
ァ
ン
ツ
ル
（W

anzl
）、
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
レ
イ
ヤ
ー（
14
）。

　

国
際
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ
が
終
了
し
た
後
の
一
二
月
一
八
日
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
共
同
書
記
の
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
が
も
う
一
人
の
共

同
書
記
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
宛
て
て
感
謝
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
四
点
の
重
要
な
事
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
は
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
が
諸
外
国
か
ら
の
労
働
者
チ
ェ
ス
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
代
表
者
の
住
所
一
覧
を
同
封
し
た
こ
と
、
第
二
に
、

す
べ
て
の
出
費
が
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
催
し
が
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
復

活
さ
せ
る
と
い
う
高
貴
な
目
的
を
支
援
す
る
こ
と
に
寄
与
す
べ
き
こ
と
、
第
四
に
、
来
年
一
月
初
旬
に
開
か
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
委
員
会
〔
準

備
委
員
会
―
筆
者
註
〕
の
次
回
会
議
で
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
が
大
陸
諸
国
か
ら
の
寄
付
金
と
し
て
約
一
〇
ポ
ン
ド
を
手
渡
す
こ
と
、
で

あ
る（
15
）。

　

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
が
送
付
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
亡
命
者
の
住
所
一
覧
は
、
こ
れ
も
や
は
り
Ｔ
Ｕ
Ｃ
か
ら
提
供
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
降
も
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
主
催
す
る
土
曜
チ
ェ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
労
働
者
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
（
テ

ニ
ス
選
手
権
）
な
ど
へ
の
亡
命
者
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
く
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
は
省
略
す
る
。

　

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
が
一
九
四
三
年
一
月
と
予
告
し
て
い
た
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
会
議
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
書
記
長
の
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Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
、
関
連
す
る
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
手
紙
は
Ｇ
・
Ｈ
・

エ
ル
ヴ
ィ
ン
へ
の
返
信
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
以
下
の
記
述
が
あ
っ
た
。

私
は
臨
時
の
国
際
委
員
会
の
結
成
に
つ
い
て
の
貴
兄
の
通
信
を
予
定
通
り
受
け
取
り
ま
し
た
。
私
は
時
間
の
許
す
か
ぎ
り
、
こ
の
委

員
会
の
ベ
ル
ギ
ー
人
メ
ン
バ
ー
と
し
て
奉
仕
つ
も
り
で
い
る
と
、
貴
兄
に
お
伝
え
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す（
16
）。

　

つ
ま
り
、
一
九
四
二
年
末
の
時
点
で
は
、
三
月
七
日
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
結
成
会
議
が
開
か
れ
て
以
降
会
議
は
開
か
れ
て
お
ら

ず
、
構
成
員
の
確
保
に
時
間
を
費
や
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
通
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
第
二
回
会
議
は
翌
年

一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
会
議
は
翌
年
一
月
に
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
か
ら
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ

ル
ス
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
そ
の
事
実
が
わ
か
る
。

我
々
の
国
際
委
員
会
へ
の
奉
仕
に
同
意
し
て
く
だ
さ
る
貴
下
の
手
紙
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
会
議
は
未
だ
確
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
…
…（
17
）。

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
第
二
回
会
議
は
、
そ
の
後
三
月
初
旬
ま
で
に
は
開
催
さ
れ
た
。
詳
し
い
日
付
と
会
場
は
わ
か
ら
な
い
。
Ｇ
・

Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
宛
て
た
三
月
七
日
付
の
手
紙
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
あ
ら
ゆ
る
初
期
経
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
最
初
の
数
ヶ
月
を
切
り
抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
委
員
会
に
補
助
金
を
提
供
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し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
通
常
の
方
法
で
は
加
盟
費
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
準
備
委
員
会
の
最
近
の
会
議
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
が
補
助
金
を
提
供
し
て
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
に
降
り
か
か
る
財
政
負
担
の
す
べ
て
を
回
避
す
る
準
備
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
ど

う
か
、
私
が
手
紙
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た（
18
）。

「
準
備
委
員
会
の
最
近
の
会
議
」
と
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
第
二
回
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
が
当
座
負
担

せ
ざ
る
を
得
な
い
経
費
を
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
に
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
援
助
依
頼
の
提
案
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
依
頼
に
対
し
て
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。
き
わ
め
て
友
好
的
な
回
答
で
あ
っ
た
。

私
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
を
存
続
さ
せ
、
状
況
の
許
す
か
ぎ
り
す
べ
て
可
能
な
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
決
定
に
対

し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
に
祝
辞
を
述
べ
る
こ
と
に
何
の
躊
躇
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
国
際
協
力
と
ス
ポ
ー
ツ
を

含
む
す
べ
て
の
分
野
で
の
労
働
者
連
帯
の
精
神
を
維
持
す
る
こ
と
に
賛
同
し
て
き
た
我
々
自
身
の
政
策
と
完
全
に
一
致
し
ま
す
。
初

め
て
の
機
会
と
し
て
、
私
は
私
ど
も
の
国
際
執
行
部
に
対
し
て
、
貴
準
備
委
員
会
が
望
む
方
向
で
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
貴
準
備
委
員
会
に
補
助
金
を
提
供
す
る
問
題
を
提
出
す
る
で
し
ょ
う（
19
）。

　

つ
ま
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
に
お
け
る
亡
命
者
た
ち
の
活
動
の
資
金
的
援
助
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
執
行
部
が
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
で
は
な

く
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
執
行
部
に
直
接
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
以
後
も
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
全
般
的
な
活
動
で
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
執
行

部
が
常
に
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
執
行
部
に
援
助
を
求
め
る
と
い
う
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
く
。

　

Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
ら
の
援
助
の
依
頼
は
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
執
行
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
の
手
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紙
が
四
月
九
日
付
で
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
宛
て
に
送
ら
れ
て
い
る
。「
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
執
行
委
員
会
は
、
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
に
対
し
て
、
一
九
四
三
年
に
五
〇
ポ
ン
ド
の
補
助
金
を
助
成
す
る
こ
と
を
今
日
決
定
い
た
し
ま
し

た（
20
）。」

四　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
選
出
を
め
ぐ
る
問
題

　

戦
中
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
亡
命
者
た
ち
の
間
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
活
動
か
ら
共
産
主
義
者

を
排
除
し
よ
う
と
い
う
行
動
が
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
シ
ェ
ラ
・
ハ
ン
ツ
リ
ク
か
ら
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
宛
の
手
紙
に
そ
の
事
情
が
記
さ
れ
て

い
る
。労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
者

の
ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
組
合
員
の
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
主
義
政
党
（
労
働
者
お
よ
び
社
会
主
義
者
の
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
加
盟
し
て
い
る
）
と
関
係
の
あ
る
社
会
主
義
者
の
組
織
だ
け
が
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
現
時
点
で

も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
正
式
の
社
会
主
義
者
お
よ
び
労
働
組
合
の
団
体
に
よ
っ
て
正
当
に
認
め
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
の
み
代
表
さ

れ
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
代
表
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
組
合
員
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。〔
略
〕
現
在
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
、
青
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
自
由
オ
ー
ス
ト
リ
ア
運
動
な
ど
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー

も
し
く
は
役
員
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
つ
て
の
メ
ン
バ
ー
を
、
承
認
も
し
く
は
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
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れ
ら
は
非
政
治
的
組
織
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
そ
れ
ら
は
間
違
い
な
く
労
働
者
組
織

で
も
社
会
主
義
組
織
で
も
な
い
の
で
す
。〔
略
〕
わ
が
党
と
わ
が
労
働
組
合
グ
ル
ー
プ
は
ま
さ
に
今
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
主
義
者

と
の
真
剣
で
困
難
な
政
治
的
交
渉
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
政
治
的
組
織
と
の
合
意
を
取
り
付
け
る
そ
う
し
た
試
み
は
、
い
わ
ゆ

る
非
政
治
的
な
基
準
で
の
別
の
試
み
に
よ
っ
て
干
渉
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
い
わ
ゆ
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
人
々
（Labour Sports people

）
の
代
表
を
交
え
た
会
議
が
、
有
益
な
目
的
に
奉
仕
し
な

い
ば
か
り
か
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
見
解
を
も
っ
て
い
ま
す（
21
）。

　

以
上
の
引
用
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ツ
リ
ク
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
、
青
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
自
由
オ
ー
ス
ト
リ
ア

運
動
な
ど
の
組
織
は
、
非
政
治
的
組
織
を
隠
れ
蓑
と
す
る
共
産
主
義
者
が
集
ま
る
組
織
で
あ
る
と
見
て
い
た
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
政
党

と
関
係
の
あ
る
社
会
主
義
者
の
組
織
だ
け
が
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
規
則
に
、
そ
れ
ら
の
組
織
は
反
し
て
い
る
と
い

う
主
張
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
主
義
者
と
の
真
剣
で
困
難
な
政
治
的
交
渉
」
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
だ
っ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
活
動
に
共
産
主
義
者
を
関
与
さ
せ
な
い
と
い
う
意
志
だ
け
は
は
っ
き
り
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
件
で
シ
ュ
ト
ル
フ
は
、
ハ
ン
ツ
リ
ク
の
意
志
と
は
異
な
る
行
動
を
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
苦
情
め
い
た
手
紙
が
ハ
ン
ツ

リ
ク
か
ら
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
宛
に
送
ら
れ
て
い
る
。

同
志
シ
ュ
ト
ル
フ
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
メ
ン
バ
ー
）
が
い
か
に
活
発
で
あ
る
か
、
ま
た
わ
が
グ
ル
ー
プ
の
意
見
表
明
を
待
た
ず

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
人
々
と
の
共
同
討
議
に
私
た
ち
を
招
待
し
た
こ
と
に
、
貴
下
は
疑
い
な
く
興
味
を
お
持
ち
で
し
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ょ
う（
22
）。

　

ハ
ン
ツ
リ
ク
は
、
こ
の
手
紙
の
写
し
を
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
も
同
封
し
て
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
事
態
は
ハ
ン
ツ
リ
ク
の
主
張
の
通
り
に
は
展
開
し
な
か
っ
た
。
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、
ハ
ン
ツ
リ
ク
以
外
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
亡
命
者
か
ら
の
情
報
も
得
て
、
ず
っ
と
寛
容
で
連
帯
を
重
視
す
る
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
Ｒ
・
シ

ュ
ト
ル
フ
に
宛
て
た
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
私
は
同
志
ス
ヴ
ィ
タ
ニ
ク
ス
と
ノ
ヴ
ィ
と
相
談
し
、
私
た
ち
は
原
則
的
に

合
意
に
達
し
ま
し
た
。
す
る
べ
き
次
の
事
柄
は
、
一
方
で
ノ
ヴ
ィ
、
ス
ヴ
ィ
タ
ニ
ク
ス
、
ド
イ
チ
ュ
お
よ
び
ハ
ン
ツ
リ
ク
と
の
会
議

を
、
他
方
で
目
下
自
由
オ
ー
ス
ト
リ
ア
運
動
に
携
わ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
と
の
会
議
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働

組
合
グ
ル
ー
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
後
者
の
加
盟
条
件
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
召
集
す
る
こ
と
で
す
。
貴
兄
が
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
と
接
触
し
、
彼
ら
を
こ
の
合
同
会
議
に
招
待
す
る
で
あ
ろ
う
と
了
解
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

明
日
六
月
二
日
水
曜
日
の
臨
時
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
（Provisional International Sports’ Com

m
ittee

）

の
会
議
に
お
い
て
、
貴
兄
と
私
と
の
間
で
共
通
の
合
意
と
し
て
日
程
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
23
）。

　

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
の
行
動
は
ワ
ン
マ
ン
・
プ
レ
イ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ル
フ
の
行
動
の
裏
で
は
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が

積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
は
ハ
ン
ツ
リ
ク
の
主
張
と
は
逆
に
、
自
由
オ
ー
ス
ト
リ
ア
運
動
に
携
わ
る
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
を
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
会
議
に
招
待
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
ス
ヴ
ィ
タ
ニ
ク
ス
や
ノ
ヴ
ィ
と
そ
の
点
で
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合
意
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
、
シ
ュ
ト
ル
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
い
る
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
会
長
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
の
意
向
も
確
認
し
た
い
と
考
え
て

い
た
。
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
の
渡
米
の
機
会
に
ド
イ
チ
ュ
に
接
見
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

も
し
貴
兄
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
会
長
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
に
偶
然
会
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
も
し
貴
兄
が
我
々
の
準
備
委
員
会
の
設

立
と
我
々
の
将
来
の
計
画
に
つ
い
て
彼
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
常
に
有
益
で
す
。
確
か
に
そ
れ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

Ｉ
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
、
わ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
同
志
の
立
場
に
対
す
る
彼
の
態
度
を
理
解
す
る
の
と
同
様
に
、
大
変
興
味
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
同
志
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ド
イ
チ
ュ
〔
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
―
筆
者
註
〕
と
情
勢
に
つ
い
て
数
回
議
論

し
ま
し
た
。
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
で
過
ご
す
私
の
休
暇
（
八
月
一
日
〜
一
四
日
）
中
に
、
提
案
さ
れ
た
合
同
委
員
会
が
成
功
す
る
期
待
が

も
て
る
よ
う
に
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
人
々
と
再
度
議
論
で
き
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す（
24
）。

　

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
は
、
こ
の
件
で
は
か
な
り
の
慎
重
さ
を
も
っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
か
ら
の
返
信
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ド
イ
チ
ュ
と
会
う
機
会
は
も
て
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、「
よ
り
多
く

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
我
々
の
運
動
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
い
う
我
々
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
貴
兄
が
お
望
み
で
あ
れ
ば
、

我
々
は
八
月
一
一
日
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
次
回
会
議
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
記
し
て
い
る（
25
）。

　

た
だ
し
残
念
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
の
合
同
会
議
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
開
か
れ
た
の
か
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
文
書
に
も
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
文
書
に
も
そ
れ
に
触
れ
た
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
定
か
で
な
い
。
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五　

青
年
問
題
に
関
す
る
声
明

　

Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
会
長
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
書
記
長
の
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
共
同
し
て
、
青
年
問
題
に
関
す
る

声
明
草
案
を
準
備
し
て
い
く
。
こ
の
声
明
草
案
は
、
将
来
的
に
世
界
の
労
働
・
社
会
主
義
運
動
の
側
に
青
年
を
組
織
す
る
た
め
に
、
各
国

の
労
働
組
合
と
社
会
主
義
政
党
が
協
力
し
て
青
年
の
身
体
的
、
精
神
的
お
よ
び
社
会
的
な
発
達
を
位
置
づ
け
る
機
関
を
設
立
し
て
、
教
育

的
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
活
動
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
呼
び
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
以
下
に
、
彼
ら
の
共
同
作
業
の
経
過

を
追
っ
て
ゆ
き
た
い
。
筆
者
が
収
集
し
た
資
料
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
述
は
一
九
四
三
年
七
月
一
七
日
付
の
Ｈ
・
Ｈ
・
エ

ル
ヴ
ィ
ン
か
ら
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
宛
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
。

貴
兄
と
私
が
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
の
次
回
会
議
の
前
に
提
出
す
る
手
は
ず
で
あ
る
方
針

の
声
明
草
案
を
同
封
し
ま
す（
26
）。

　

Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
同
封
し
た
声
明
草
案
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
（
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
）
準
備
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
イ
ギ
リ
ス
の
労
働

組
合
会
議
と
全
国
労
働
党
の
庇
護
の
も
と
に
）
と
協
力
し
て
、
世
界
労
働
・
社
会
主
義
運
動
に
関
わ
る
将
来
の
青
年
組
織
を
重
要
視
し

て
」
き
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ヒ
ト
ラ
ー
が
ド
イ
ツ
で
権
力
を
持
つ
前
は
、
大
陸
の
労
働
・
社
会
主
義
運
動
は
強
力
な
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
抱
え
て
い
た
」
し
、「
国
際
労
働
組
合
連
盟
は
そ
れ
自
身
の
青
年
委
員
会
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
連
盟
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に
加
盟
す
る
様
々
な
国
の
青
年
組
織
に
少
な
か
ら
ぬ
注
意
を
払
っ
て
」
き
た
が
、
ナ
チ
ス
の
侵
略
と
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
や
労
働
組
合
、
労
働
者
政
党
は
破
壊
さ
れ
、
青
年
と
の
つ
な
が
り
も
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

で
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
、「
非
政
治
的
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
の
環
境
（
従
業
員
の
福
祉
と
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
を
含
む
）
は
労
働
組
合
か

ら
引
き
離
す
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。」
そ
れ
故
、「
労
働
・
社
会
主
義
運
動
が
自
ら
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
お
よ
び
青
年
団
体
の
間
に
親

密
な
関
係
を
つ
く
」
ら
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
こ
と
は
大
戦
後
も
「
労
働
組
合
や
労
働
党
の
政
治
的
補
充
に
不
利
に
働
か
ざ
る
を
え
な
い
。」

　

し
た
が
っ
て
、
我
々
は
「
以
下
の
提
案
に
従
っ
て
行
動
し
て
く
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。
／
1
、
諸
兄
が
将
来
の
た
め
に
作
成
す
る
計
画

に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
青
年
の
身
体
的
、
精
神
的
お
よ
び
社
会
的
な
発
達
を
位
置
づ
け
る
機
関
の
設
立
の
た
め
の
準
備
を
確
実

に
す
る
こ
と
／
2
、
そ
の
よ
う
な
計
画
の
明
確
な
表
現
と
実
施
に
お
い
て
は
、
巨
大
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
運
動
の
教
育
的
お
よ
び

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
側
面
が
考
慮
さ
れ
、
実
行
可
能
な
活
動
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
／
3
、（
2
）
で
言
及
さ
れ
た
活
動
は
労
働
組

合
お
よ
び
政
治
的
運
動
の
統
合
部
分
と
な
る
こ
と
。
そ
れ
ら
の
目
的
は
、
教
育
的
お
よ
び
身
体
的
な
文
化
の
表
現
の
た
め
に
運
動
の
内
部

に
回
路
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
大
な
団
体
の
将
来
の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
の
補
充
基
地
と
し
て
作
用
す
べ
き
こ
と（
27
）。

　

声
明
草
案
が
同
封
さ
れ
た
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
手
紙
に
対
し
て
、
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
以
下
の
点
を
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
週
末
ま
で
に
あ
な
た
の
草
案
に
対
し
て
必
要
な
注
意
を
払
う
で
し
ょ
う
し
、
次
週
の
初
め
に
は
必
要
が
あ
れ
ば
私
の
所
見
を
送
り
ま

す
。」
と（
28
）。

　

ち
ょ
う
ど
一
週
間
後
に
、
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
宛
に
追
伸
を
送
り
、
そ
の
中
で
以
下
の
点
を
強
調
し
た
が
、

ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
声
明
草
案
に
合
意
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

我
々
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
次
回
会
議
に
提
出
さ
れ
る
我
々
の
共
同
声
明
に
向
け
た
あ
な
た
の
草
案
を
一
読
し
て
、
大
変
興
味
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を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。〔
略
〕
そ
れ
を
い
っ
そ
う
注
意
深
く
検
討
し
、
ど
う
書
き
直
す
か
と
考
え
た
と
き
、
私
は
現
状
で
は
、
あ
な

た
は
最
善
の
か
た
ち
で
実
際
に
問
題
提
起
を
し
た
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
私
が
示
唆
し
た
い
と
思
う
た
だ
一
つ
の
こ
と
は
、
表
題

の
追
加
で
す
。
表
題
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
／
青
年
運
動
―
国
際
的
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
労
働
運
動
へ

の
訴
え
―
（
29
）

　

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
起
草
し
た
声
明
草
案
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
も
送
り
、
近
い
う
ち
に

他
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
宛
に
こ
の
声
明
草
案
を
送
る
手
は
ず
を
整
え
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

九
月
一
日
水
曜
日
ま
で
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
を
延
期
す
る
こ
と
を
伝
え
る
七
月
三
〇
日
付
の
あ
な
た
の
通
信
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
堅
く
お
約
束
し
ま
す
。
そ
の
間
に
、
あ
な
た
は
国
際
的
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
労
働
運
動

へ
の
我
々
の
訴
え
に
関
す
る
声
明
を
受
け
取
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
文
書
が
近
い
う
ち
に
他
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
回
覧

さ
れ
得
る
た
め
で
す（
30
）。

　

し
か
し
、
こ
の
声
明
草
案
は
そ
の
後
書
き
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
会
議
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
文

面
に
反
映
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
宛
て
て
、
書
き
直
し
た
声
明
草
案
を
同
封
し
て
い
る
。

書
き
直
し
た
新
し
い
文
書
と
シ
ュ
ト
ル
フ
の
短
信
を
同
封
い
た
し
ま
す
。
都
合
が
つ
き
次
第
、
そ
の
草
案
に
つ
い
て
あ
な
た
の
意
見
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が
付
さ
れ
た
返
信
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
私
は
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す（
31
）。

　

書
き
直
し
た
声
明
草
案
を
読
ん
だ
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、
そ
の
文
章
に
非
常
に
不
満
を
感
じ
て
、
改
め
て
訂
正
し
た
声
明
草
案
を

Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
返
送
し
て
い
る
。
彼
が
不
満
に
感
じ
た
事
柄
が
何
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

率
直
に
申
し
上
げ
て
、
こ
の
書
き
直
し
た
草
案
は
最
初
の
草
案
よ
り
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
疑
い
な
く
、
前
回
の
委
員
会

が
、
我
々
が
第
一
読
会
で
の
み
聞
い
た
声
明
の
一
部
を
書
き
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
い
う
事
実
の
た
め
で
す
。
暴
力
ま
が
い
に

こ
れ
ら
の
部
分
を
我
々
の
最
初
の
草
案
に
書
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
声
明
は
幾
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
何
ら

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
そ
れ
が
私
に
与
え
た
印
象
で
す
。
／
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
こ
こ
に
言
及
し
た
急
遽
書
き
入

れ
た
草
案
（spatchcocking

）
の
悪
影
響
を
改
善
す
る
た
め
の
誠
実
な
努
力
を
も
っ
て
、
声
明
を
勝
手
に
書
き
直
し
ま
し
た
。
／

あ
な
た
が
我
々
の
声
明
の
表
現
を
改
善
す
る
私
の
試
み
を
迷
惑
に
思
わ
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
／
も
ち
ろ
ん
、
も
し
あ
な
た
が

新
し
い
表
現
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
が
使
っ
た
英
語
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
訂
正
さ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す（
32
）。

　

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
書
き
直
し
た
声
明
草
案
に
僅
か
に
手
を
入
れ
て
完
成
さ
れ
た
声
明
文
書
が
、
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
よ
り
Ｗ
・

ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
送
ら
れ
た（
33
）。
修
正
さ
れ
た
声
明
文
書
を
受
け
取
っ
た
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、
一
〇
月
二
六
日
付
の
手
紙（
34
）で
感

謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
各
組
織
に
送
付
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
に
声
明
文
書
の
写
し
二
〇
部
を

同
封
し
て
い
る（
35
）。



27　　第二次世界大戦下の BWSA と亡命 SWSI

　

こ
れ
に
対
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
宛
に
以
下
の
文
面
の
手
紙
を
返
し
た
。

本
委
員
会
の
最
近
の
会
議
で
承
認
さ
れ
、
適
切
な
労
働
組
合
、
労
働
党
お
よ
び
協
同
組
合
の
国
際
組
織
に
送
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た

「
青
年
運
動
」
に
関
す
る
覚
書
の
写
し
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。
貴
下
の
組
織
が
早
い
時
期
に
そ
れ
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ
け
る

も
の
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
し
、
三
頁
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
特
別
な
提
案
に
つ
い
て
、
近
い
う
ち
に
貴
下
の
ご
意
見
を
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
し
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す（
36
）。

　

以
上
が
青
年
運
動
に
関
す
る
声
明
文
書
の
作
成
準
備
の
過
程
で
あ
っ
た
。
最
初
に
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
起
草
し
た
声
明
草
案
に
書

き
足
し
詳
述
さ
れ
た
も
の
が
最
終
の
声
明
文
書
と
な
っ
た
も
の
と
了
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
文
書
末
尾
で
提
案
さ
れ
た
四
点
の
最
後
の
事

項
は
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
草
案
に
は
な
く
、
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
項
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
対
政

府
交
渉
に
つ
い
て
の
誓
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

六　

特
別
講
座
（D
ay School

）
と
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
計
画

　

一
九
四
二
年
一
一
月
七
日
に
フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ
カ
に
上
陸
し
た
英
米
連
合
軍
は
、
徐
々
に
イ
タ
リ
ア
本
土
に
迫
り
、
翌
年
七
月
九

日
に
は
シ
シ
リ
ー
島
に
上
陸
し
た
。
イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
、
軍
部
や
フ
ァ
シ
ス
ト
党
内
部
か
ら
も
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
退
陣
要
求
が
現
れ
、
つ

い
に
七
月
二
五
日
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
は
倒
れ
た
。
そ
し
て
九
月
三
日
バ
ド
リ
オ
政
府
は
無
条
件
降
伏
を
し
た
。
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一
方
、
一
九
四
二
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
一
月
に
か
け
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
）
攻
防
戦
に
お
い

て
ド
イ
ツ
軍
は
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
残
滅
さ
せ
ら
れ
、
同
年
夏
に
ド
イ
ツ
軍
は
総
攻
撃
を
仕
掛
け
た
が
失
敗
し
、
以
後
退
勢
を
挽
回
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
後
半
の
北
大
西
洋
上
の
戦
い
で
も
英
米
連
合
軍
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
洋
上
艦
船
は
戦
闘
能
力

を
奪
わ
れ
て
ゆ
き
、
同
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
一
日
ま
で
テ
ヘ
ラ
ン
で
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
談
し

た
際
、
連
合
軍
の
北
フ
ラ
ン
ス
上
陸
作
戦
（
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
作
戦
）
が
決
定
さ
れ
る
に
至
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
り
ナ
チ
ス
の
勢
力
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
述
の
特
別
講
座
（D

ay School

）
の
開
催
は
そ
う

し
た
事
態
を
見
極
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
一
九
四
四
年
三
月
の
時
点
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
活
動
に
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ス
ポ
ー
ツ
組
織
「
ハ
ポ
エ
ル
」
を
引
き
入
れ

よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

共
同
書
記
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
が
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
宛
て
て
、「
貴
下
が
わ
が
委
員
会
で
ロ
ッ
カ
ー
氏
と
お
会
い
す

る
と
き
に
は
、『
ハ
ポ
エ
ル
』
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
の
名
前
と
住
所
を
聞
く
た
め
に
彼
と
話
を
す
る
約
束
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
確
認
の
手
紙（
37
）を
書
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
会
議
で
は
ロ
ッ
カ
ー
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
ス
ケ
ヴ

ネ
ル
ス
は
ロ
ッ
カ
ー
宛
に
以
下
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
た
。

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
前
回
会
議
で
は
、
我
々
の
準
備
国
際
委
員
会
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ス
ポ

ー
ツ
組
織
の
代
表
に
つ
い
て
の
問
題
が
持
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
前
に
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
招
待
を
受
諾
す
る
と
と
も
に
一
人
二
人

の
代
表
を
任
命
す
る
と
わ
が
委
員
会
に
通
知
し
て
い
た
と
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
何
の
情
報
交
換
も
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
／
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
の
推
薦
を
得
る
に
あ
た
り
多
少
な
り
と
も
援
助
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か（
38
）。
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こ
の
時
に
ハ
ポ
エ
ル
と
連
絡
が
取
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ハ
ポ
エ
ル
と
連
絡
を
取
る
こ
と
は
、
一
九
四
四
年
五
月
二
一
日
開
催
予

定
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
代
表
者
会
議
に
向
け
た
準
備
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ル
・
ロ
ッ
カ
ー
が
ど
ん
な
経
歴
を
持
っ
た
人
物

か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
は
上
述
の
代
表
者
会
議
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
共
同
書
記
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ

ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｔ
Ｕ
Ｃ
書
記
長
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
に
宛
て
て
、「
私
た
ち
は
、
運
動
の
す
べ
て
の
部
門
が
代
表
を
派
遣
し
て
く

だ
さ
る
か
ど
う
か
大
変
心
配
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
総
評
議
会
が
そ
の
会
議
に
出
席
で
き
る
一
名
以
上
の
代
表
を
指
名
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。」
と
い
う
文
面
の
手
紙（
39
）を
送
り
、
以
下
の
よ
う
な
要
項
を
同
封
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
大
戦
後
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
再
建
す
る
う
え
で
価
値
の
あ
る
意
見
を
全
般
的
に
交
換
す
る
好
機
が
到
来
し
た
、

と
感
じ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
私
た
ち
は
、
本
委
員
会
の
後
援
で
開
催
さ
れ
る
特
別
講
座
（D

ay School

）
に
貴
組
織
が
代
表
を
派

遣
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
招
待
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
る
ま
で
は
社
会
主
義
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
加
盟
し
て
い
た
主
要
諸
国
か
ら
の
か
つ
て
の
役
員
の
支
持
を
得
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

日
程　

一
九
四
四
年
五
月
二
一
日
、
日
曜
日

場
所　

サ
リ
ー
、
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ヘ
イ
ド
ン
・
プ
レ
イ
ス
、
協
同
組
合
会
館

議
長　

ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
（
準
備
委
員
会
の
議
長
、
並
び
に
労
働
組
合
会
議
の
前
会
長
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
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10
:45

a.m
.

―11
:00

a.m
.　

映
写
「
一
九
三
七
年
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
」

11
:00

a.m
.

―5
:00

p.m
.　

「
大
戦
前
の
様
々
な
国
々
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
構
成
」
／
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
国
際
的
な
労

働
組
合
、
労
働
党
お
よ
び
協
同
組
合
の
運
動
に
最
近
提
示
さ
れ
た
覚
書
に
基
づ
く
議
論
。（
ち
ょ
っ
と

し
た
紙
面
の
写
し
が
利
用
で
き
ま
す
し
、
会
議
書
記
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ェ
ネ
ル
ズ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
議
論
（
国
際
労
働
組
合
連
盟
の
書
記
長
で
、
準
備
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
）（
40
）

　

Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
か
ら
は
四
月
一
二
日
付
の
返
信
が
送
ら
れ
る
。「
貴
兄
の
通
信
は
総
評
議
会
の
次
回
会
議
に
お
い
て
相
応
し
い
委
員

会
に
提
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
後
に
、
私
は
貴
兄
に
再
度
手
紙
を
お
送
り
す
る
で
し
ょ
う（
41
）。」

　

そ
し
て
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
で
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
か
ら
の
依
頼
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
決
定
を
下
し
た
。

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
の
四
月
八
日
付
の
書
簡
が
朗
読
さ
れ
た
。
こ
の
書
簡
は
、
彼
ら
が
五
月
二

一
日
に
召
集
す
る
会
議
に
運
動
の
す
べ
て
の
部
門
が
代
表
を
派
遣
す
る
か
ど
う
か
心
配
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、

彼
ら
は
、
一
名
以
上
の
代
表
が
出
席
す
る
よ
う
総
評
議
会
が
指
名
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
／
以
下
の
点
が
同
意
さ
れ
た
。
イ
ギ

リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
総
評
議
会
を
代
表
す
る
Ｔ
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏
が
会
議
に
出
席
し
、
総
評
議
会
に
報
告
を
提
出
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
る
、
と
勧
告
す
る
こ
と（
42
）。

　

Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
書
記
補
佐
は
、
Ｔ
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
に
宛
て
て
正
式
な
親
書（
43
）を
送
る
と
と
も
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
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ン
に
宛
て
て
、「
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
氏
が
五
月
二
〇
日
に
レ
ス
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
労
働
評
議
会
の
年
次
会
議
に
出
席
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
そ
し
て
、
彼
が
二
一
日
に
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
に
到
着
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
彼
は
出

席
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く
す
こ
と
と
私
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。」
と
伝
え
て
い
る（
44
）。

　

こ
の
特
別
講
座
で
ど
の
よ
う
な
内
容
の
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
は
、
資
料
が
欠
落
し
て
い
て
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
要
項
に
あ
る

「
最
近
提
示
さ
れ
た
覚
書
」
と
は
、
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
共
同
で
起
草
し
た
「
青
年
運
動
」
に
関
す
る
覚
書

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
い
ろ
ん
な
機
会
を
捉
え
て
、
未
だ
に
連
絡
が
取
れ
て
い
な
い
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
各
国
代
表
と
接
触
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
ソ
連
代
表
団
と
の
接
見
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
も
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
と
の
手
紙
の
や
り

と
り
の
中
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
来
年
二
月
の
世
界
労
働
組
合
会
議
に
向
け
て
の
話
し
合
い
の
た
め

に
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
い
る
全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
代
表
と
意
見
交
換
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
持
ち
か

け
て
い
る（
45
）。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
依
頼
に
対
し
て
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、「
私
は
翌
週
に
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
代
表
団
と
会
う
こ
と
を

希
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
し
好
機
が
訪
れ
る
な
ら
、
私
は
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
我
が
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
と
の
関
係
の
問
題
に
必
ず
言
及

す
る
で
し
ょ
う
。」
と
告
げ
て
い
る（
46
）。

　

全
ソ
労
働
組
合
中
央
評
議
会
代
表
団
が
帰
国
し
た
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
、
来
年
二
月
の
世
界

労
働
組
合
会
議
に
向
け
て
さ
ら
な
る
情
報
の
や
り
と
り
を
お
こ
な
う
。
こ
の
中
で
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
の
名
前
が
浮
上
し
て
く
る
。
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
手
紙
に
は
以
下
の
件
が
あ
る
。
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我
々
が
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
会
議
の
間
に
同
志
シ
ネ
ク
（Sinek

）
と
貴
下
自
ら
が
他
国
の
代
表
、
と
り
わ
け
大
戦
前
に
活
発

な
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
展
開
し
て
い
た
国
々
か
ら
の
代
表
と
話
し
合
い
を
も
た
れ
る
こ
と
で
す
が
、
も
し
反
応
が
芳
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
我
々
は
会
議
が
夕
刻
に
終
了
し
た
後
に
、
一
杯
の
お
茶
と
雑
談
の
た
め
に
我
が
委
員
会
を
開
く
べ
く
、
彼
ら
を
招
待
す
る

手
は
ず
を
整
え
る
で
し
ょ
う（
47
）。

　

文
中
の
会
議
と
は
世
界
労
働
組
合
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
の
依
頼
に
対
し
て
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
次
の
よ

う
な
返
答
を
し
て
い
る
。

私
は
、
世
界
会
議
の
最
初
の
数
日
の
う
ち
に
、
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
問
題
に
関
心
を
抱
く
よ
う
な
代
表
を
見
い
だ
す
べ
く

辺
り
を
見
回
そ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
も
し
反
応
が
芳
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
が
言
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
委
員

会
の
た
め
に
、
彼
ら
代
表
の
会
議
を
考
慮
し
て
提
案
さ
れ
た
準
備
を
お
こ
な
う
で
し
ょ
う
。
私
が
現
在
わ
か
る
か
ぎ
り
で
は
、
自
国

の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
関
係
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
代
表
を
見
い
だ
せ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
か
あ
れ
ば
、
提

案
さ
れ
た
よ
う
な
会
議
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
、
直
ち
に
私
は
あ
な
た
と
同
志
シ
ネ
ク
に
連
絡
を
取
る
で
し
ょ

う（
48
）。

　

同
志
シ
ネ
ク
は
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
は
世

界
労
働
組
合
会
議
を
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
各
国
代
表
と
の
意
見
交
換
の
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
ど
う
も
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
の
摑
ん

で
い
る
情
報
で
は
、
世
界
労
働
組
合
会
議
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
は
出
席
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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一
九
四
四
年
度
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
活
動
を
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
一
九
四
四
年
度
の
『
年
次
報
告
書
第
一
五
号
』
に
よ
っ
て
補
足
し

て
お
く
。

国
際
報
告
：
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
が
機
能
し
続
け
て
い
る
。
今
年
の
そ
の
も
っ
と
も
成

功
し
た
活
動
は
、
可
能
な
将
来
の
発
展
と
大
戦
前
の
各
国
に
お
け
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
構
成
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
、

ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
で
会
議
を
開
催
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ス
イ
ス
と
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
連
絡
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
両
国
は
活
発
に

活
動
し
続
け
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
解
放
運
動
が
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
と
の
連
絡
の
再
開
に
導
い
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
に
対
し
て
我
々
は
組
織
の
迅

速
な
復
活
を
祝
う
。
来
年
中
に
は
、
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
加
盟
し
て
い
た
す
べ
て
の
国
々
と
の
連
絡
を
再
開
で
き
る
こ
と
が
、
そ
し

て
す
べ
て
の
国
の
労
働
者
階
級
の
完
全
な
代
表
を
得
た
新
し
い
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
確
立
す
る
第
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
／
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
氏
と
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
氏
が
、
今
も
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会
の
議
長
と
共
同
書
記
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
準
備
委
員
会
に
お
い
て
Ａ
・
Ｅ
・
カ
ス
デ

ン
氏
と
Ｇ
・
Ｌ
・
デ
ィ
ー
コ
ン
氏
が
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
代
表
で
あ
る
。
加
え
て
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
書
記
長
が
準
備
委
員
会
の
将
来
の
会
議
に
出

席
す
る
よ
う
招
待
さ
れ
た（
49
）。

　

こ
の
年
次
報
告
か
ら
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
再
建
が
近
い
と
い
う
期
待
が
伺
わ
れ
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
準
備
の
活
動
が
大
詰
め
に
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
中
の
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
の
会
議
と
は
、
一
九
四
四
年
五
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
代
表
者
会
議
の
性

格
を
有
す
る
「
特
別
講
座
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
の
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
書
記
長
は
Ａ
・
Ｅ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
で
あ
る
。
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七　

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
代
表
者
会
議
の
性
格
を
有
す
る
「
特
別
講
座
」
が
終
了
し
て
後
、
一
九
四
四
年
六
月
六
日
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
率
い
る
連
合

軍
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
を
開
始
し
、
八
月
二
五
日
に
は
パ
リ
を
解
放
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
よ
り
帰
国
し
た
ド
＝
ゴ
ー
ル
は
臨
時
政

府
を
樹
立
し
た
。
一
九
四
五
年
二
月
四
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ヤ
ル
タ
で
米
・
英
・
ソ
連
の
三
国
首
脳
会
談
が
も
た

れ
、
ド
イ
ツ
の
戦
後
処
理
の
大
綱
、
秘
密
条
項
と
し
て
ソ
連
の
対
日
参
戦
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
連
合
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
諸
都
市
へ
の
空

襲
に
よ
り
ド
イ
ツ
は
戦
力
を
失
い
、
同
年
四
月
三
〇
日
に
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
殺
し
て
ベ
ル
リ
ン
は
占
領
さ
れ
、
五
月
七
日
ド
イ
ツ
は
無
条
件

降
伏
を
し
た
。

　

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
は
パ
リ
会
議
を
開
催
し
た
。
パ
リ
会
議
で
は
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
準
備
委
員
会
結
成
以
降
の
活
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｗ

Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
第
二
回
世
界
労
働
組
合
会
議
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
に
先
だ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
呼
び
か
け
に
よ
る
既
述
の
第
一
回
世
界
労
働
組
合
会
議
が
二
月
六
日
か
ら

一
七
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
世
界
会
議
の
目
的
は
、
大
戦
後
の
世
界
組
織
と
な
る
世
界
労
働

組
合
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
を
設
立
す
る
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
結
成
大
会
に
向
け
て
手
は
ず
を
整
え
る
た
め
の
臨
時
大

会
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
臨
時
大
会
委
員
会
は
各
国
代
表
と
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
、
国
際
産
業
別
書
記
局
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
の
代
表

四
一
名
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
結
成
大
会
を
準
備
す
る
た
め
の
よ
り
効
率
的
な
委
員
会
と
し
て
、
英
、
米
、
仏
、

ソ
連
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
各
二
名
と
中
国
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
な
ら
び
に
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
代
表
各
一
名
の
合
計
一
三
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
管
理
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委
員
会
、
そ
し
て
規
約
を
起
草
す
る
た
め
の
七
人
の
小
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。
管
理
委
員
会
は
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
規
約
草

案
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

上
述
の
諸
委
員
会
に
よ
る
大
会
準
備
を
経
て
、
一
九
四
五
年
九
月
二
五
日
か
ら
一
〇
月
九
日
に
か
け
て
、
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
規
約
を
採
択
し
た

の
ち
直
ち
に
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
結
成
大
会
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
第
二
回
世
界
労
働
組
合
会
議
が
、
パ
リ
の
シ
ャ
イ
ヨ
ー
宮
殿
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
世
界
会
議
に
は
、
五
九
ヶ
国
か
ら
七
〇
団
体
を
代
表
す
る
一
六
二
名
の
代
表
と
五
三
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
し

た（
50
）。

　

こ
う
し
て
、
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
結
成
大
会
の
余
韻
を
持
ち
込
ん
で
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
は
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
を
示
そ
う
。
残
念
な
が
ら
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
文
書
に
も
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
文
書
に
も
Ｓ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
パ
リ
会
議
録
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
パ
リ
会
議
で
の
議
論
、
決
定
等
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
四
五
年
九
月
五
日
に
作
成

さ
れ
た
パ
リ
会
議
へ
の
報
告（
51
）が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
以
下
に
詳
細
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
パ
リ
会
議
報
告
の
内
容
は
、
一

言
で
い
え
ば
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
大
戦
中
の
活
動
報
告
で
あ
っ
た
。

　

大
戦
の
拡
大
と
と
も
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
は
活
動
を
停
止
し
、
大
多
数
の
加
盟
国
で
の
活
動
も
途
絶
え
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）
が
主
導
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
か
つ
て
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
数
名
の
役
員
と
も
協
同
し
て
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
に
ロ

ン
ド
ン
に
会
議
を
招
集
し
、
準
備
委
員
会
を
結
成
し
た
。
準
備
委
員
会
は
、「
大
戦
が
終
結
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
復
活
に
つ
い
て
議
論
す
る

会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
実
現
可
能
と
な
っ
た
と
き
、
直
ち
に
役
割
を
終
え
る
」
と
確
認
さ
れ
た
。
準
備
委
員
会
の
会
長
に
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ

会
長
の
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
（
ア
メ
リ
カ
在
住
で
不
在
）、
議
長
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
議
長
）、
共
同
書
記

に
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
各
国
代

表
二
名
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
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準
備
委
員
会
結
成
会
議
以
降
に
、
か
つ
て
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
に
関
係
し
た
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
各
国
役
員
と
の
接
触
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
準
備

委
員
会
は
以
下
の
構
成
と
な
っ
た
。

　

会
長　

ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
（
会
議
出
席
は
不
可
）
／
議
長　

Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
／
共
同
書
記　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ

ン
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（Storch

）
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
：
Ｓ
・
ド
イ
チ
ュ
、
Ｓ
・
ハ
ン
ツ
リ
ク
婦
人
、（
補
佐　

Ｍ
・
フ
ロ
イ
ド
マ
ン
、

Ｗ
・
ニ
ッ
セ
ル
ス
）
／
ベ
ル
ギ
ー
：
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
／
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ｄ
Ｔ
Ｊ
）：
Ｐ
・
ヴ
ィ
ボ
フ
（V

iboch

）
／
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）：
Ｈ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（M

üller

）（
一
九
四
三
年
八
月
一
八
日
死
去
）、
Ｆ
・
ミ
ク
ラ
（M

ykura

）
／　

フ
ラ
ン
ス
：
Ｒ
・
ル
ー
ス
／
ド
イ
ツ
：
Ｈ
・
ゾ
ル
ク
／
イ
ギ
リ
ス
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）：
Ａ
・
Ｅ
・
カ
ス
デ
ン
、
Ｇ
・
Ｌ
・
デ
ィ
ー
コ
ン
、（
補

佐　

Ａ
・
Ｅ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
）
／
ノ
ル
ウ
ェ
ー
：
Ａ
・
ル
ン
ド
（Rund

）（
来
客
と
し
て
会
議
へ
出
席
）
／
パ
レ
ス
チ
ナ
（H

apoel

）：

オ
ッ
ト
ー
・
シ
ネ
ク
（O

tto Sinek

）
／
ス
イ
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）：
Ｇ
・
Ａ
・
マ
イ
ア
ー
。

　

準
備
委
員
会
は
す
べ
て
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
、
合
計
で
一
六
回
の
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

一
九
四
二
年
七
月
一
五
日
の
会
議
で
、
準
備
委
員
会
が
す
べ
て
の
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
の
接
触
を
取
り
つ
つ
、
存
続
す

べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

一
九
四
三
年
六
月
二
日
の
会
議
で
、
ナ
チ
ス
が
敗
北
し
た
後
の
国
際
社
会
を
念
頭
に
お
い
た
「
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
未
来
」

に
関
す
る
覚
書
（
論
文
末
の
資
料
Ⅱ
の
付
録
Ⅰ
）
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
覚
書
で
は
以
下
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
大
戦

終
結
後
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
状
況
の
変
化
を
考
慮
し
て
、
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
構
成
も
変
更
さ
れ
る
こ
と

（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
代
表
の
参
加
を
模
索
す
る
こ
と
）、
第
二
に
、
善
意
の
労
働
者
階
級
組
織
で
あ
る
こ
と
を
執
行
委
員
会

に
納
得
さ
せ
る
す
べ
て
の
国
内
セ
ン
タ
ー
に
会
員
資
格
が
開
か
れ
る
こ
と
、
第
三
に
、
た
だ
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
統
括
組
織
し
か
な
い
国
で

は
、
労
働
組
合
や
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
か
ら
な
る
会
員
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
し
て
、
そ
の
よ
う
な
組
織
へ
の
加
盟
が
開
か
れ
る
こ
と
、
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第
四
に
、
復
活
会
議
に
以
下
の
点
を
報
告
す
る
た
め
に
準
備
委
員
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
（
以
下
の
点
と
は
、（
ａ
）
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
名
称
、（
ｂ
）
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
構
成
、（
ｃ
）
専
門
委
員
会
の
設
置
と
活
動
範
囲
、（
ｄ
）
事
務
局
の

場
所
、（
ｅ
）
会
費
の
比
率
、（
ｆ
）
国
際
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の
早
期
の
組
織
化
）、
第
五
に
、
準
備
委
員
会
は
五
名
で
構
成
さ
れ
、

同
一
の
国
か
ら
二
名
を
出
さ
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
会
長
代
理
と
書
記
代
理
が
置
か
れ
る
こ
と
。

　

一
九
四
三
年
一
一
月
三
日
の
会
議
に
「
青
年
運
動
」
に
関
す
る
ア
ピ
ー
ル
（
論
文
末
の
資
料
Ⅰ
）
が
提
案
さ
れ
た
。
内
容
は
、
青
年
た

ち
へ
の
励
ま
し
と
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
協
力
の
要
請
で
あ
る
。

　

一
九
四
四
年
五
月
二
一
日
に
「
特
別
講
座
」（D

ay School

）
が
サ
リ
ー
の
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
の
会
議
で
、
ナ
チ
の
圧
制
か
ら
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
が
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
祝
い
、
労
働
組
合
、
協
同
組

合
お
よ
び
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
関
わ
る
同
志
た
ち
に
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
贈
る
決
議
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ナ
チ

の
圧
制
か
ら
の
早
期
解
放
に
対
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
同
志
た
ち
に
あ
い
さ
つ
と
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
る
決
議
も
可
決
さ
れ
た
。

　

一
九
四
五
年
一
月
三
一
日
の
会
議
で
、「
青
年
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」（
論
文
末
の
資
料
Ⅱ
の
付
録
Ⅱ
）
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
一
回
世
界
労
働
組
合
会
議
の
際
に
、
準
備
委
員
会
の
議
長
と
共
同
書
記
、
お
よ
び
同
志
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
も
同
席
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
と

ア
メ
リ
カ
の
代
表
団
と
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
代
表
と
の
間
で
会
議
が
も
た
れ
た
こ
と
が
、

一
九
四
五
年
三
月
二
八
日
の
会
議
で
報
告
さ
れ
た
。

　

一
九
四
五
年
五
月
三
〇
日
の
会
議
で
は
、
同
年
九
月
に
始
ま
る
第
二
回
世
界
労
働
組
合
会
議
に
引
き
続
い
て
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
、
そ
の
会
議
の
組
織
化
を
フ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
に
依
頼
す
る
こ
と
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
代
表
も
招
待
す
る
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
。

　

以
上
の
会
議
報
告
に
続
い
て
、
戦
争
中
に
も
活
動
を
継
続
し
て
い
た
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
活
動
（
イ
ギ
リ
ス
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ス
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イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
お
よ
び
財
政
支
出
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

報
告
の
結
論
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。「
委
員
会
の
活
動
は
、
こ
の
暗
い
六
年
間
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
精
神
を
た
だ

生
か
し
て
お
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
十
分
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
委
員
会
は
、
委
員
会
の
設
立
に
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
を
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
、
そ
し
て
大
変
気
前
の
良
い
財
政
的
そ
の
他
の
援
助
、
並
び

に
多
く
の
我
々
の
同
志
と
の
接
触
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
資
金
を
、
同
志
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
を
通
じ
て
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
国

際
労
働
組
合
連
盟
に
感
謝
を
表
明
す
る
。」
と
。

八　

一
九
四
六
年
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
）
結
成
大
会
へ
向
け
て

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
の
終
了
後
も
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
に
向
け
て
献
身
的
に
活
動
を
続
け
、
ア
メ
リ
カ
代

表
と
ソ
連
代
表
を
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
再
建
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｔ
Ｕ
Ｃ
総
評
議
会
書

記
長
で
あ
り
、
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
議
長
に
選
出
さ
れ
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
に
宛
て
て
、
ア
メ
リ
カ
の
誰
に
連
絡
を
取
る
べ
き
か
を
尋
ね

て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
Ｗ
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
返
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

貴
兄
が
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
（A

m
erican Federation of Labor

）

と
産
業
別
組
織
会
議
（Congress of Industrial O

rganizations
）
と
の
間
に
存
在
す
る
差
異
に
よ
っ
て
事
情
は
複
雑
で
す
。
こ

れ
ら
の
団
体
ど
ち
ら
か
の
反
感
を
買
う
よ
う
な
行
動
を
避
け
る
こ
と
が
常
に
我
々
の
方
針
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
獲
得
す
る
目
的
で
貴
兄
が
な
す
交
渉
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
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の
両
者
と
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
私
は
提
案
い
た
し
ま
す
。
二
つ
の
組
織
の
住
所
は
以
下
の
通
り
で
す
。
／
Ｗ
ｍ
・
グ
リ

ー
ン
氏

　

―
　

ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
会
長
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
／
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
レ
イ
氏

　

―
　

産
業

別
組
織
会
議
会
長
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
プ
レ
イ
ス
七
一
八
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ（
52
）

　

パ
リ
会
議
で
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
代
表
の
キ
ネ
の
発
言
（
論
文
末
の
資
料
Ⅱ
を
参
照
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組

織
が
な
か
っ
た
か
ら
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
は
Ｔ
Ｕ
Ｃ
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
統
括
団
体
の
代
表
と
連
絡
を
取
る
以
外
に
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
さ
ら
に
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ト
リ
ー
ン
に
手
紙
を
書
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の

方
針
を
伝
え
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
組
織
の
活
動
に
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
得
る
こ
と
を
非
常
に
切
望
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
と
関
係
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
／
私
は
特
に
彼
ら
と
の
議
論
を
開
始
す
る
よ
う
求
め
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

も
し
貴
下
が
交
渉
す
る
の
に
誰
が
最
良
の
人
物
で
あ
る
か
を
ご
提
案
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
有
り
難
く
思
い
ま
す
。
私
は
、
世
界

労
働
組
合
連
盟
へ
の
代
表
の
一
人
で
あ
ろ
う
と
想
像
い
た
し
ま
す
。
／
私
た
ち
は
開
か
れ
た
準
備
委
員
会
に
二
つ
の
席
を
用
意
い
た

し
ま
し
た
。
一
つ
は
ロ
シ
ア
代
表
の
席
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
代
表
の
席
で
あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
人
は
来
月
中
く
ら
い
に

は
我
々
と
の
討
議
を
始
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
で
し
ょ
う
が
、
で
き
る
な
ら
ば
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
人
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
す（
53
）。
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連
合
国
の
中
で
も
労
働
者
国
家
で
あ
る
ソ
連
と
巨
大
な
労
働
組
合
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
の
二
国
の
代
表
に
、
戦
後
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
に

関
与
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
Ｗ
・
シ
ト
リ
ー
ン
の
勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
Ａ

Ｆ
Ｌ
会
長
の
グ
リ
ー
ン
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
会
長
の
マ
ー
レ
イ
に
手
紙
を
書
い
た
。
以
下
の
文
面
は
Ｗ
・
シ
ト
リ
ー
ン
へ
の
感
謝
で
あ
る
。

本
団
体
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
協
力
の
問
題
に
関
す
る
貴
下
の
手
紙
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
グ
リ
ー
ン
氏
と
マ
ー
レ
イ
氏
に

手
紙
を
書
い
て
お
り
ま
す（
54
）。

　

こ
こ
で
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
関
連
の
資
料
は
途
絶
え
て
い
る
。

九　

お
わ
り
に

　

大
戦
中
の
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
指
導
者
た
ち
と
協
同
し
て
結
成
さ
れ
た
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
終
結
後
に
改
め
て
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
を
再
建
す
る
た
め
の
人
的
結
合
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
合
計
一
六
回
の
会
議
を
開
催
し
て
、

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
時
お
よ
び
事
後
に
必
要
と
な
る
報
告
や
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
す
る
ほ
か
、
国
際
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
の
競
技
会
を
開
い
て
亡

命
者
た
ち
の
親
睦
も
図
っ
た
。

　

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
結
成
と
そ
の
後
の
活
動
は
労
働
組
合
運
動
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
準
備
委
員
会
の
結
成

と
活
動
に
助
力
し
た
の
が
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
上
部
組
織
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
書
記
長
の
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
で
あ
り
、
準
備
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委
員
会
の
活
動
資
金
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
か
ら
の
援
助
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
指
導

者
た
ち
の
リ
ス
ト
を
提
供
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
の
統
括
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
会
議
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
結
成
自
体
が
イ
ギ
リ
ス
で
の
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
再
組
織
化
に
連
動
し
て
な
さ
れ
、
大
戦
後
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
準
備
の

た
め
に
世
界
労
働
組
合
会
議
が
利
用
さ
れ
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
パ
リ
会
議
は
第
二
回
世
界
労
働
組
合
会
議
に
接
続
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
戦
前
に
は
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
は
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
下
部
組
織
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
自
体
を
疑
問

視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
未
だ
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
社
会
主
義
政
党
や
労
働
組
合
か
ら
の
自
立
の
組
織
原
則
は
問
題
と
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
再
建
準
備
の
過
程
で
、
準
備
委
員
会
は
戦
後
の
状
況
を
考
慮
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
努
力
を
す
る
な
ど
、
組
織
構
成
を
変
更
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
戦
後
再
建
と
も
密
接
に
関
連

し
た
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
戦
後
再
建
は
、
戦
前
と
は
違
う
戦
略
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

戦
後
世
界
の
新
し
い
情
勢
の
下
で
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
組
織
化
し
て
ゆ
く
過
程
の
究
明
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
再
建
に
引
き
続
く
研

究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

註（
1
）
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.csit.tv/csittvb1/index.php

（
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
〇
年
一
月
）
を
参
照
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
上
野
卓
郎
氏
の
論
考
を
参
照
。「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
世
界
会
議
レ
ポ
ー
ト
（
上
）
転
換
期
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
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お
よ
び
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
世
界
会
議
レ
ポ
ー
ト
（
下
）
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
と
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
」『
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ば
』
一
九
九
一
年

一
月
号
お
よ
び
二
月
号
、「
現
代
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動

　

―
　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

　

―
　

」
一
橋
大
学
体
育
共
同
研
究
室
編

『
研
究
年
報
』
一
九
九
二
年
。
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
、
一
九
九
一
年
九
月
二
〇
日
か
ら
二
二
日
ま
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
パ
ユ
ラ
ー
チ
（Pajulahti

）
で

「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
世
界
会
議
」
を
開
催
し
、
こ
の
会
議
で
規
約
改
正
を
お
こ
な
い
、
組
織
名
称
もCom

ité 
Sportive 

Internationale 
du 

T
ravail

か
らConfédération Sportive Internationale du T

ravail

へ
と
変
更
さ
れ
た
。（
伊
藤
高
弘
『
も
う
ひ
と
つ
の
日
仏
の
架
け
橋

　

―
　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
一
九
七
五
〜
二
〇
一
〇

　

―
　

』
光
陽
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
九
〜
三
〇
頁
。）

（
2
）Franz N

itsch, ‘D
ie Internationalen A

rbeitersportbew
egungen’, In A

. K
rüger/J. Riordan 

（H
rsg.

）, D
er Internationale A

rbeit-
ersport. K

öln 1985, S. 204.

上
野
卓
郎
編
訳
『
論
集　

国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
』
民
衆
社
、
一
九
八
八
年
、
二
七
三
頁
。
上
野
氏
はProvi-

sional Com
m
ittee

を
「
臨
時
委
員
会
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
組
織
再
建
の
た
め
の
「
準
備
委
員
会
」
と
訳
出
し
た
。
プ
ラ
ハ
本
部
が
解

散
さ
れ
る
ま
で
の
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
史
を
扱
っ
た
主
な
研
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。D

avid A
lexander Steinberg, Sport under R

ed Flags: 
T
he R

elations betw
een the R

ed Sport International and the Socialist W
orkers’ Sport International 1920-1939, T

he U
niver-

sity of W
isconsin-M

adison, Ph. D
. 
（H

istory

）, 1979.

上
野
卓
郎
「
一
九
三
〇
年
代
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
関
係
史
」

（
上
）（
中
）（
下
）、
一
橋
大
学
研
究
年
報
『
社
会
学
研
究
』
三
七
（
一
九
九
九
年
三
月
）、
三
九
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）、
四
〇
（
二
〇
〇
二
年
三

月
）。

（
3
）
Ａ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
著
、
都
築
忠
七
訳
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
一
九
一
四
―
一
九
四
五
』
み
す
ず
書
房
、
九
六
〜
一
〇
八
頁
を
参
照
。

（
4
）Eleventh A

nnual Report of the A
ssociation for the Y

ear Ended 31st D
ecem

ber 1940. T
he M

odern Records Centre, U
ni-

versity of W
arw

ick Library, England=M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
5
）Bulletin （Second Series

） No. 1 （A
ugust-O

ctober, 1941

）. M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
6
）T

w
elfth A

nnual Report of the A
ssociation for the Y

ear Ended 31st D
ecem

ber 1941. M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
7
）Bulletin （Second Series

） No. 2 （N
ovem

ber 1941-January, 1942

）. M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
8
）
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
著
、
小
山
泰
蔵
訳
『
国
際
労
働
運
動
の
四
五
年

　

―
　

国
際
労
働
組
合
連
盟
の
歩
み

　

―
　

』
論
争
社
、
一
九
六
一
年
、
二
九
三
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〜
二
九
四
頁
。

（
9
）
同
書
、
二
九
七
〜
二
九
八
頁
。

（
10
）
同
書
、
二
九
九
〜
三
〇
一
頁
。

（
11
）Bulletin （Second Series

） No. 3 （M
arch-M

ay, 1942

）. M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
12
）Report of T

. O
’ Brien, General Council Representative on the Executive Com

m
ittee of the British W

orkers’ Sports A
ssoci-

ation, n.d. M
RC/M

SS.292/808.3/2b

（
13
）Letter from

 George H
. Elvin to W

. Schevenels, 30th N
ovem

ber, 1942. T
he International Federation of T

rade U
nions 

A
rchives, International Institute of Social H

istory, A
m
sterdam

, N
etherlands=IFT

U
 A

rchives 1919-1953/202

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
あ
る
国
際
社
会
史
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
際
労
働
組
合
連
盟
文
書
（
一
九
一
九
年
〜
一
九
五
三
年
）
の
中
に
「
社
会
主
義
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
お
よ
び
加
盟
諸
組
織
の
通
信
」（
分
類
番
号
二
〇
二
〜
二
〇
五
）
は
所
収
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
利
用
し
た
国

際
労
働
組
合
連
盟
文
書
は
、
国
際
社
会
史
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.iisg.nl/index.php

か
ら
情
報
を
得
て
入
手
し
た
複
写
資
料

で
あ
る
。
国
際
社
会
史
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の
国
際
労
働
組
合
連
盟
文
書
の
内
一
九
三
〇
〜
一
九
四
五
年
の
諸
資
料
は
、
当
時
Ｉ
Ｆ
Ｔ

Ｕ
書
記
長
で
あ
っ
た
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
が
収
集
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
関
係
の
膨
大
な
記
録
文
書
が
他
に
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

国
際
労
働
組
合
連
盟
文
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
近
郊
の
小
村
に
隠
さ
れ
た
そ
れ
ら
資
料
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
パ

リ
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
に
移
送
さ
れ
て
し
ま
い
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
の
ベ
ル
リ
ン
へ
の
空
爆
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
た
建
物

が
破
壊
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
記
録
文
書
は
灰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
国
際
社
会
史
研
究
所
所
蔵
の
国
際
労
働
組
合

連
盟
文
書
が
、
こ
れ
ま
で
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
研
究
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
の

解
明
も
一
つ
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
亡
命
Ｓ
Ｗ
Ｓ
Ｉ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
関
係
者
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
・
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
者
の
功
刀
俊
雄
氏
（
奈
良
女
子
大
学
）
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
14
）International Chess M

atch Sunday, D
ecem

ber 13th. Circular from
 George H

. Elvin to A
ll M

em
bers of the British W

orkers’ 
Sports A

ssociation, D
ecem

ber 3rd, 1942. IFT
U
 A

rchives 1919-1953/202
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（
15
）Letter from

 R. Storch to George H
. Elvin, 18th D

ecem
ber, 1942. IFT

U
 A

rchives 1919-1953/202
（
16
）Letter from

 W
. Schevenels to George H

. Elvin, 23rd D
ecem

ber, 1942. IFT
U
 A

rchives 1919-1953/202

（
17
）Letter from

 George H
. Elvin to W

. Schevenels, 8th January, 1943. IFT
U
 A

rchives 1919-1953/203

（
18
）Letter from

 George H
. Elvin to W

. Schevenels, 7th M
arch, 1943. IFT

U
 A

rchives 1919-1953/203

（
19
）Letter from

 George H
. Elvin to W

. Schevenels, 15th M
arch, 1943. IFT

U
 A

rchives 1919-1953/203

（
20
）Letter from

 W
. Schevenels to G. H

. Elvin, 9th A
pril, 1943. IFT

U
 A

rchives 1919-1953/203

（
21
）Letter from

 Sh. H
anzlik to R. Storch, 4th M

arch, 1943. IFT
U
 A

rchives 1919-1953/203

（
22
）Brief von Shella H

anzlik an W
alter Schevenels, 5 M

ärz 1943. IFT
U
 A

rchives 1919-1953/203

（
23
）Letter from

 W
. Schevenels to R. Storch, 1st June, 1943. IFT

U
 A

rchives 1919-1953/203

（
24
）Letter from

 R. Storch to W
. Schevenels, 27th July, 1943. IFT

U
 A
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資
料
Ⅰ
】

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会

青
年
運
動　

国
際
的
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
労
働
運
動
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　

―
　

同
志
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
お
よ
び
Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
に
よ
る
報
告

　

イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
会
議
と
労
働
党
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
）
が
関
係
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
準
備
委
員
会

（
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
）
は
、
国
際
的
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
労
働
運
動
と
関
係
の
あ
る
未
来
の
青
年
組
織
に
つ
い
て
配
慮
し
て
き
た
。
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ヒ
ト
ラ
ー
が
権
力
の
座
に
着
く
前
は
、
大
陸
の
労
働
運
動
は
強
力
な
全
国
的
な
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
を
有
し
て
い
た
。
ナ
チ
ス
が
お
こ
な
っ
た
最
初
の
事
柄
の
一
つ
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、
す
ぐ
に
労
働

組
合
運
動
と
政
治
的
運
動
そ
れ
自
体
の
破
壊
が
続
い
た
。
同
じ
手
順
が
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た
各
々
の
国
で
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
途
絶
え
て
い
た
こ
れ
ら
の
国
内
的
活
動
を
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
ま
た
戦
時
期
の
早
い
う
ち
か
ら
機
能
さ
せ
る
こ

と
に
失
敗
し
た
。

　

し
か
し
、
大
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
接
触
す
る
こ
と
の
で
き
た
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
求
め
に
応
じ
て
、
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
は
、
交
戦
状
態
が
消
滅

す
る
や
い
な
や
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
が
完
全
な
活
動
を
再
開
で
き
る
準
備
を
整
え
る
た
め
に
、
か
つ
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
に
加
盟
し
て
い
た
国
内
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の

活
用
で
き
る
代
表
よ
り
な
る
準
備
委
員
会
の
創
設
に
向
け
て
責
任
を
請
け
負
っ
た
。
目
下
、
以
下
の
国
々
が
そ
う
し
た
代
表
者
を
出
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ｄ
Ｔ
Ｊ-

Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）、
ド
イ
ツ
、
大
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
パ
レ
ス
チ
ナ
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
へ
の
正
式
な
加
盟
の
資
格
が
な
い
が
、
そ
の
代
表
は
準
備
委
員
会
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
準
備
団
体
に
対
す
る
ス
イ
ス
の
好
意
も
保

証
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
も
ま
た
準
備
委
員
会
に
協
力
し
て
い
る
。
国
際
労
働
組
合
連
盟
は
か
つ
て
、
そ
の
青
年
・
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
含
め
て
青
年
に
関
わ
る
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
活
動
の
発
展
と
調
整
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
し
、
常
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
友
好
的
な
関
係
に
あ
っ

た
。

将
来
を
考
慮
し
た
活
動

　

大
戦
後
は
、
一
九
一
八
年
の
終
わ
り
以
上
に
、
青
年
の
側
で
は
生
活
に
お
い
て
自
己
の
要
求
を
行
使
し
た
い
と
い
う
大
き
な
衝
動
が
生
ま
れ
、
そ
の
結

果
様
々
な
国
々
で
青
年
運
動
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
発
展
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
勤
労
青
年
を
含
ん
だ
そ
の
よ
う
な
運
動
が
、
労
働
者
の
理
想
の
実
現
に

と
っ
て
貴
重
な
も
の
と
な
る
か
危
険
な
も
の
と
な
る
か
、
そ
れ
ら
の
国
々
で
は
労
働
組
合
と
社
会
主
義
組
織
に
か
か
っ
て
い
る
。
大
戦
前
の
大
陸
の
青
年

運
動
は
、
あ
る
程
度
は
国
内
労
働
運
動
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
後
援
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
教
育
的
活
動
は
知

的
発
達
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
身
体
的
発
達
を
も
包
含
し
た
。
同
時
に
、
青
年
運
動
は
よ
り
大
き
な
運
動
の
た
め
の
素
晴
ら
し
い
補
充
基
地
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を
提
供
し
た
。
な
ぜ
な
ら
若
者
は
、
労
働
組
合
と
社
会
主
義
組
織
に
お
い
て
彼
ら
の
活
力
や
精
神
的
発
達
の
あ
ら
ゆ
る
回
路
を
見
出
し
う
る
よ
う
な
雰
囲

気
の
中
で
、
そ
し
て
そ
う
し
た
知
識
を
持
っ
て
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
は
、
大
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
代
表
す
る
追
放
さ
れ
た
労
働
組
合
と
社
会
主
義
組
織
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組

合
と
労
働
運
動
が
、
彼
ら
の
戦
後
計
画
を
準
備
す
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
予
想
さ
れ
る
青
年
問
題
を
心
に
留
め
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
の
満
足
ゆ
く
結
論

に
関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
、
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
我
々
の
敵
は
青
年
を
獲
得
す
る
重
要
性
に
気
づ
い
て
お
り
、
概
し
て
、
彼
ら
の
手
段
は
屋
内
娯
楽
、

野
外
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
全
般
的
環
境
の
準
備
で
あ
る
。
我
々
は
、
青
年
の
心
と
想
像
力
を
摑
み
う
る
こ
と
に
主
で
は
な
く
と
も
大
き
く
依
存
し
て
い
る

我
々
の
未
来
に
、
同
じ
よ
う
に
関
心
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
の
説
明
と
し
て
、
大
ブ
リ
テ
ン
で
は
青
年
の
発
達
の
重
要
性
が
最
後
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
、
と
人
は
言
う
か
も
し
れ

な
い
。
青
年
組
織
は
国
中
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
地
方
連
盟
を
設
立
し
、
そ
し
て
一
定
の
例
外
は
あ
る
が
、
政
府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
助
成
を
受
け
て
い

る
。
例
外
は
労
働
組
合
を
含
む
政
治
的
団
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
か
つ
て
の
特
定
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
団
体
に
対
し
て
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働

組
合
と
労
働
運
動
に
と
っ
て
よ
り
大
き
な
危
険
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
雇
用
者
の
福
祉
と
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
を
含
む
い
わ
ゆ
る
非
政
治
的
ス
ポ
ー

ツ
・
ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
が
労
働
組
合
活
動
家
と
社
会
主
義
者
の
子
弟
に
我
々
の
理
想
と
は
反
対
の
影
響
を
与
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
経
験
が
示
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
、
大
陸
で
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
と
青
年
の
組
織
と
の
緊
密
な
結
び
付
き
を
維
持
し
て

い
る
主
要
な
組
織
に
よ
っ
て
効
果
的
に
中
和
さ
れ
た
。
労
働
党
が
支
配
し
て
い
る
か
十
分
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
そ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
組
織
が
関
係
す
る
国
家
か
ら
補
助
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
も
話
題
に
さ
れ
う
る
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
は
こ
れ
ら
の
進
展
に
役
割
を
果
た
し
た
。
労
働
組
合
や
社
会
主
義
セ
ン
タ
ー
と
密
接
に
結
び
付
い
た
加
盟
す
る
全
国
部
門
を
通
じ

て
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
は
そ
の
運
動
の
理
想
の
実
現
に
向
け
て
継
続
的
に
働
き
、
科
学
的
原
理
に
基
づ
く
身
体
的
お
よ
び
知
的
発
達
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ

う
し
て
彼
ら
は
、
立
派
な
市
民
に
向
け
て
の
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
教
育
を
完
了
し
た
い
と
い
う
人
間
と
し
て
の
基
本
的
権
利
を
勤
労
青
年
が
十
分
に
行

使
す
る
こ
と
を
、
社
会
が
拒
む
こ
と
に
よ
っ
て
勤
労
青
年
に
も
た
ら
し
た
損
害
を
埋
め
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
加
え
て
、
身
体
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
特
別
な
概
念
と
理
想
が
絶
え
ず
前
面
に
持
ち
出
さ
れ
た
。
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当
然
に
も
未
来
は
不
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
の
三
点
は
我
々
に
と
っ
て
明
白
で
あ
る
。

1　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
青
年
の
発
達
に
い
っ
そ
う
注
意
を
払
お
う
と
い
う
す
べ
て
の
国
々
で
の
一
般
的
要
求
は
、
大
戦
後
は
か
つ
て
以
上
に
強

く
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
要
求
は
す
べ
て
の
労
働
組
合
お
よ
び
社
会
主
義
運
動
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

2　

Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
全
国
セ
ン
タ
ー
は
目
下
そ
の
計
画
を
準
備
し
て
い
る
。
そ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
、
労
働
者
の
教
育
的
、
文

化
的
、
身
体
的
発
達
を
彼
ら
の
国
内
的
お
よ
び
国
際
的
活
動
の
必
須
の
部
分
と
す
る
準
備
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
は
様
々
な
独
立
し
た
教
育

な
い
し
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
が
部
分
的
に
こ
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
将
来
こ
れ
ら
の
活
動
が
よ
り
以
上
に
調
整
さ
れ
、
こ
の
結
果
を

成
し
遂
げ
る
合
理
的
な
方
法
は
、
労
働
組
合
と
社
会
主
義
組
織
の
共
同
の
庇
護
の
も
と
に
こ
れ
ら
の
活
動
の
全
体
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
、
と

我
々
は
確
信
し
て
い
る
。

3　

大
ブ
リ
テ
ン
に
は
数
多
く
の
亡
命
政
府
が
存
在
し
て
い
る
が
、
上
記
の
目
的
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
ら
様
々
な
国
々
で
現
在
政
府
の
行
動
に
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
に
、
そ
の
利
点
が
活
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
我
々
の
見
解
で
は
、
国
際
分
野
で
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
が
、
大
ブ
リ
テ
ン
で
イ
ギ
リ
ス
組
織
が
、
そ

し
て
各
々
の
亡
命
政
府
の
も
と
で
そ
の
他
の
亡
命
組
織
が
、
望
ま
れ
る
未
来
の
青
年
お
よ
び
青
春
期
の
団
体
を
考
慮
し
て
、
準
備
の
、
そ
し
て
後
に

は
運
営
の
活
動
に
正
当
に
参
加
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
、
関
係
す
る
政
府
は
、
そ
の
国
内
の
労
働
組
合
と
労
働
運
動
の
教
育
的
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
財
政
的
な
国
家
支
援
を

無
条
件
に
受
け
る
こ
と
を
了
解
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

諸
兄
が
我
々
同
様
に
こ
の
点
の
重
要
性
を
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
は
自
信
を
持
っ
て
諸
兄
に
話
を
持

ち
か
け
る
の
だ
が
、
諸
兄
は
以
下
の
提
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
我
々
は
行
動
を
期
待
し
て
い
る
。

Ａ　

諸
兄
が
未
来
の
た
め
に
構
想
す
る
計
画
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
に
青
年
の
発
達
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
発
達
を
位
置
づ
け
る
よ
う
な

機
関
を
運
動
の
内
部
に
設
置
す
る
た
め
の
準
備
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
我
々
の
目
的
は
、
我
々
が
求
め

る
新
経
済
・
社
会
秩
序
の
基
礎
で
あ
る
社
会
主
義
の
諸
原
則
に
お
い
て
青
年
を
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｂ　

そ
の
よ
う
な
機
構
の
系
統
的
組
織
化
と
実
施
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
労
働
組
合
と
政
治
運
動
の
教
育
的
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
側
面
が

考
慮
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
効
果
的
な
活
動
の
一
部
と
な
る
。
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Ｃ　

Ｂ
で
言
及
さ
れ
た
活
動
は
労
働
組
合
と
政
治
運
動
の
必
須
の
部
分
と
な
る
。
そ
の
目
的
は
、
運
動
の
内
部
に
教
育
的
文
化
と
身
体
文
化
の
表
現
の

た
め
の
回
路
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
団
体
の
未
来
の
会
員
の
た
め
の
補
充
基
地
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ　

我
が
国
で
亡
命
政
府
と
の
迅
速
な
接
触
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
（
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
を
通
じ
て
も
各
々
の
国
内
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
も
）、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
会
議
を
通
じ
て
、
身
体
的
お
よ
び
文
化
的
発
達
に
も
関
わ
る
青
年
運
動
の
承
認
に
向
け
て
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら

の
目
的
を
満
た
す
そ
う
し
た
全
国
団
体
に
補
助
金
を
提
供
す
る
よ
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
交
渉
す
る
だ
ろ
う
。

　

我
々
は
、
こ
れ
ら
の
提
案
を
熟
慮
し
た
後
に
、
諸
兄
が
そ
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
意
志
が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
て
嬉
し
く
思
う
。

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
七
日

Ａ
・
Ｋ

【
資
料
Ⅱ
】

社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
準
備
委
員
会

一
九
四
五
年
一
〇
月
一
〇
日
パ
リ
会
議
へ
の
報
告

一　

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
は
、
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〔
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
も
表
記
さ
れ
る

　

―
　

訳
者
註
〕
の
活
動
の
休
止

へ
と
追
い
込
み
、
戦
争
が
拡
大
す
る
に
及
ん
で
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
活
動
は
完
全
に
停
止
す
る
と
と
も
に
、
大
多
数
の
加
盟
国
で
の
活
動
は
途

絶
え
た
。
大
戦
の
勃
発
前
で
さ
え
、
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
ナ
チ
ズ
ム
の
広
が
り
の
中
で
そ
の
支
柱
を
失
っ
て
い
た
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
権
力
の
最
初
の
行
動
の
一
つ
が
、
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
い
て
最
強
の
二
つ
で
あ
っ
た
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
を
抑
圧
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二　

準
備
委
員
会
の
結
成
：
一
九
四
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
か
つ
て
自
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
そ
し
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て
そ
の
何
人
か
は
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
役
員
で
あ
っ
た
幾
人
も
の
同
志
が
、
一
時
的
に
イ
ギ
リ
ス
に
在
住
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
協
会
は
彼
ら
と
の
公
式
の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
を
決
定
し
、
同
時
に
国
際
労
働
組
合
連
盟
か
ら
、
か
つ
て
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動

と
結
び
つ
い
て
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
人
物
の
リ
ス
ト
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
二
年
三
月
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
会
議
が
招

集
さ
れ
、
そ
こ
に
は
Ｈ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
前
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
副
会
長
）、
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
、
並
び
に
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ｄ
Ｔ
Ｊ
と
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）、
ド
イ
ツ
の
か
つ
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
代
表
が
出
席
し
た
。

三　

会
議
は
以
下
の
こ
と
に
合
意
し
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
機
構
が
実
行
で
き
る
か
ぎ
り
維
持
さ
れ
る

べ
き
こ
と
、
準
備
委
員
会
が
こ
の
目
的
の
た
め
に
結
成
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
現
存
の
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
代
表
者
た
ち
が

こ
の
委
員
会
に
奉
仕
す
る
よ
う
招
か
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
大
戦
が
終
結
し
て
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
復
活
に
つ
い
て
議

論
す
る
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
実
現
可
能
と
な
っ
た
と
き
、
こ
の
委
員
会
は
直
ち
に
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

四　

同
志
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
（
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長
）
が
招
待
さ
れ
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
い
て
不
在
で

会
議
に
は
出
席
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
準
備
委
員
会
の
会
長
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
同
志
Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
議
長
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
と
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）
が
共
同
書
記
に
選
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
委
員
会
を
代
表
す
る
基
準
が
、
現
在
活
動
中
の
、
あ
る
い
は
過
去
に
そ
う
で
あ

っ
た
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
か
ら
の
二
人
の
代
表
者
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

五　

委
員
会
の
構
成
：
委
員
会
は
最
初
第
一
回
会
議
に
出
席
し
た
組
織
お
よ
び
国
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
別
の
接
触
も
な
さ
れ
、
準
備

委
員
会
の
最
終
的
な
構
成
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
た
。

会
長　

ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
（
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）

議
長　

Ｈ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
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共
同
書
記　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
／
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（Storch

）

オ
ー
ス
ト
リ
ア　

Ｓ
・
ド
イ
チ
ュ
／
Ｓ
・
ハ
ン
ツ
リ
ク
婦
人
／
（
補
佐　

Ｍ
・
フ
ロ
イ
ド
マ
ン
／
Ｗ
・
ニ
ッ
セ
ル
ス
）

ベ
ル
ギ
ー　

Ｗ
・
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ｄ
Ｔ
Ｊ
）　

Ｐ
・
ヴ
ィ
ボ
フ
（V

iboch

）

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）　

Ｈ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（M

üller

）（
一
九
四
三
年
八
月
一
八
日
死
去
）
／
Ｆ
・
ミ
ク
ラ
（M

ykura

）

フ
ラ
ン
ス　

Ｒ
・
ル
ー
ス

ド
イ
ツ　

Ｈ
・
ゾ
ル
ク

イ
ギ
リ
ス
（
Ｂ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）　

Ａ
・
Ｅ
・
カ
ス
デ
ン
／
Ｇ
・
Ｌ
・
デ
ィ
ー
コ
ン
／
（
補
佐　

Ａ
・
Ｅ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
）

ｘ
ノ
ル
ウ
ェ
ー　

Ａ
・
ル
ン
ド
（Rund

）

パ
レ
ス
チ
ナ
（H

apoel

）　

オ
ッ
ト
ー
・
シ
ネ
ク
（O

tto Sinek

）

ス
イ
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）　

Ｇ
・
Ａ
・
マ
イ
ア
ー

ｘ
は
来
客
と
し
て
だ
け
会
議
に
出
席
し
た
。

六　

委
員
会
の
会
議
：
委
員
会
は
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
、
一
六
回
の
会
議
を
お
こ
な
っ
た
。
主
な
議
題
は
以
下
の
通
り
。

七　

将
来
の
発
展
：
以
下
の
決
議
が
、
一
九
四
二
年
七
月
一
五
日
の
会
議
に
お
い
て
満
場
一
致
で
合
意
さ
れ
た
。

　

準
備
委
員
会
の
主
要
目
的
（
つ
ま
り
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
機
構
の
維
持
）
を
心
に
留
め
る
か
ぎ
り
、
委
員
会
は
、

時
代
状
況
の
変
化
と
大
戦
後
の
可
能
な
発
展
を
考
慮
し
て
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
接
触
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

八　

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
未
来
：
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
一
九
四
三
年
六
月
二
日
付
の
覚
書
か
ら
の
抜
粋
。

　

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
が
ヒ
ト
ラ
ー
お
よ
び
ナ
チ
ス
と
同
盟
を
組
ん
だ
犯
罪
者
と
裏
切
り
者
の
敗
北
の
後
に
再
生
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
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は
疑
い
な
い
。
こ
の
再
生
が
ど
の
よ
う
な
形
を
取
り
う
る
か
は
誰
も
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
つ
の
事
柄
は
確
実
で
あ
る
。

　
（
一
）
多
く
の
大
陸
諸
国
で
は
、
そ
の
種
の
重
要
な
自
治
組
織
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
民
主
的
な
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
原
理
に
基
づ
い
て
い
た
。
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
そ
の
最
良
の
メ
ン
バ
ー
の
闘
い
と
彼
ら
が
払
っ
た
大
き
な
犠
牲
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
敗
北
後
に
、
勝
利
を
得
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
政

権
内
に
こ
れ
ら
の
組
織
の
場
を
与
え
る
。

　
（
二
）
大
陸
の
青
年
た
ち
の
身
体
的
道
徳
的
な
再
教
育
に
お
い
て
、
自
由
な
大
衆
的
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
大
き
な
役
割
を
演
じ
る
だ
ろ
う
。

　

我
々
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
準
備
委
員
会
の
活
動
と
結
び
つ
い
た
我
々
の
職
務
を
以
下
の
点
か
ら
引
き
出
す
べ
き
で
あ
る
。

（
ａ
）
か
つ
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
展
開

（
ｂ
）
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
大
衆
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
共
通
の
闘
い
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

（
ｃ
）
我
々
の
前
に
あ
る
重
大
な
仕
事
に
関
す
る
知
識

　

こ
れ
に
対
し
て
、
我
々
は
「
亡
命
者
心
性
」（refugee 

m
entality

）
に
発
す
る
狭
い
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
し
て
狭
量
な
セ
ク
ト
主
義
と
排

他
的
な
利
害
か
ら
自
由
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　

委
員
会
に
よ
る
具
体
的
な
提
案
が
付
録
Ⅰ
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
。

九　

青
年
運
動
：
一
九
四
三
年
一
一
月
三
日
付
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
青
年
が
大
戦
後
の
労
働
者
階
級
運
動
に
関
す
る
理
想
を
実
現
す
る
う
え
で
果
た
す
べ
き

役
割
に
配
慮
す
る
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
労
働
者
の
国
際
的
運
動
（
各
々
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
と
社
会
主
義
労
働
者
イ
ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
）
に
対
し
て
出
さ
れ
た
。
ア
ピ
ー
ル
は
特
に
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

（
ａ
）
将
来
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
計
画
で
は
、
労
働
組
合
と
労
働
者
の
運
動
の
内
部
で
運
営
機
構
の
設
立
に
向
け
た
準
備
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
機
構
は
そ
の
目
的
と
し
て
青
年
の
発
達
を
、
す
な
わ
ち
身
体
的
、
道
徳
的
、
社
会
的
な
発
達
を
位
置
づ
け
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え

れ
ば
、
我
々
の
目
的
は
、
我
々
が
求
め
る
新
し
い
経
済
的
社
会
的
秩
序
の
基
礎
で
あ
る
社
会
主
義
の
原
則
に
お
い
て
、
青
年
を
訓
練
す
る
こ
と

で
あ
る
。

（
ｂ
）
そ
の
よ
う
な
計
画
を
立
案
し
実
行
す
る
に
当
た
り
、
よ
り
大
き
な
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
運
動
の
教
育
的
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン



人文・自然研究　第 6 号　　54

的
な
側
面
が
考
慮
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
事
業
活
動
の
一
部
を
担
う
だ
ろ
う
。

（
ｃ
）（
ｂ
）
で
言
及
し
た
活
動
は
労
働
組
合
お
よ
び
政
治
的
運
動
の
不
可
欠
な
部
分
と
な
る
。
そ
の
目
的
は
、
運
動
内
部
に
教
育
的
か
つ
身
体
的

な
文
化
の
表
現
の
た
め
の
回
路
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
団
体
の
将
来
の
会
員
補
充
の
場
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
〇　

専
門
的
活
動
：
現
在
の
境
遇
で
は
専
門
的
活
動
は
実
行
で
き
な
い
こ
と
が
一
九
四
四
年
三
月
一
日
に
合
意
さ
れ
た
。

一
一　

特
別
講
座
（D

ay-School

）：
準
備
委
員
会
に
所
属
し
た
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
組
合
、
労
働
党
お
よ
び
協
同
組
合
の
運
動

の
代
表
は
、
一
九
四
四
年
五
月
二
一
日
に
サ
リ
ー
の
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド
で
開
か
れ
た
特
別
講
座
に
招
待
さ
れ
た
。
満
足
ゆ
く
出
席
者
数
と
と
も
に
、
以

下
の
点
で
最
高
に
有
益
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
各
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
構
成
、（
2
）
九
節
で
言
及
さ
れ
た
青
年
に

関
す
る
覚
書
。
さ
ら
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ナ
チ
占
領
軍
と
の
戦
い
で
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
役
割
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
感
動
的
な
報

告
が
同
志
ル
ン
ド
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

一
二　

フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
解
放
：
以
下
の
決
議
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
に
満
場
一
致
で
合
意
さ
れ
、
新
聞
に
発
表
さ
れ
、
妥
当
な
フ
ラ
ン

ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
連
絡
先
に
送
ら
れ
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
（
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
準
備
委
員
会
は
、
ナ
チ
の
圧
制
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
解
放
を
祝

い
、
労
働
組
合
、
協
同
組
合
お
よ
び
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
関
わ
る
わ
が
同
志
た
ち
に
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
贈
り
、
そ
し
て
道
義
へ
の
不
動
の
忠

誠
と
迫
害
者
に
対
す
る
勇
敢
な
行
動
に
対
し
て
、
並
び
に
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
渡
る
暗
黒
の
年
月
に
お
い
て
民
衆
の
道
徳
を
維
持
す
る

う
え
で
の
そ
の
持
続
的
で
首
尾
一
貫
し
た
努
力
に
対
し
て
、
様
々
な
地
下
活
動
に
身
を
投
じ
た
わ
が
同
志
た
ち
に
祝
い
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
。
委
員

会
は
ま
た
、
統
一
自
由
運
動
（U

nited Free M
ovem

ents

）
が
ま
も
な
く
過
去
数
年
間
の
退
行
か
ら
立
ち
直
り
、
再
生
の
仕
事
ば
か
り
で
な
く
、

自
由
、
正
義
、
平
等
と
い
う
不
変
の
原
理
に
立
脚
し
た
社
会
の
新
秩
序
を
建
設
す
る
仕
事
へ
と
急
速
に
前
進
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
希
望
を
表
明
す

る
。
さ
ら
に
委
員
会
は
、
我
々
自
身
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
、
解
放
さ
れ
た
諸
国
ば
か
り
で
な
く
ナ
チ
の
く
び
き
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か
ら
の
早
期
の
解
放
を
切
に
願
っ
て
い
る
国
々
の
す
べ
て
の
同
志
た
ち
を
、
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
で
再
会
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
日
（
信
じ
る

そ
の
日
は
近
い
）
を
楽
し
み
に
し
て
待
つ
。

一
三　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
：
委
員
会
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
に
同
志
ル
ン
ド
か
ら
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
関
す
る
覚
書
（
一
一
段
落
に
わ
た

っ
て
言
及
さ
れ
た
報
告
を
同
封
し
て
い
る
）
並
び
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
戦
線
の
歴
史
を
伝
え
る
覚
書

を
受
け
取
っ
た
。
以
下
の
決
議
が
可
決
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
（
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
準
備
委
員
会
は
、
ナ
チ
に
よ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
占
領
期
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ポ

ー
ツ
運
動
の
歴
史
を
記
し
た
報
告
と
と
も
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
つ
い
て
準
備
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
覚
書
を
注
意
深
く
検
討
し
た
。

　

準
備
委
員
会
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
同
志
た
ち
が
耐
え
て
い
る
苦
悩
へ
の
深
い
共
感
を
記
録
に
留
め
る
よ
う
望
む
と
と
も
に
、
準
備
委
員
会
が
首
尾

一
貫
し
て
維
持
し
て
き
た
原
則
に
対
し
て
、
並
び
に
猛
烈
な
困
難
に
対
す
る
英
雄
的
な
戦
い
に
対
し
て
、
彼
ら
が
示
し
た
ま
っ
た
く
立
派
な
立
場
に

祝
福
の
こ
と
ば
を
表
明
す
る
。
準
備
委
員
会
は
さ
ら
に
、
た
と
え
彼
ら
の
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
ろ
う
と
も
、
彼
ら
が
そ

の
将
来
の
発
展
に
お
い
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と
提
携
し
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
援
助
し
、
将
来
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
も
う
一
度
参
加
で
き
る
よ
う
な
準

備
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
希
望
を
表
明
す
る
。

　

も
う
一
度
準
備
委
員
会
は
、
ナ
チ
の
圧
制
か
ら
の
彼
ら
の
早
期
解
放
に
対
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
同
志
た
ち
に
あ
い
さ
つ
と
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
る
。

一
四　

青
年
へ
の
ア
ピ
ー
ル
：
青
年
へ
の
特
別
ア
ピ
ー
ル
が
一
九
四
五
年
一
月
三
一
日
に
承
認
さ
れ
た
。
写
し
が
付
録
Ⅱ
と
し
て
添
付
さ
れ
る
。

一
五　

世
界
労
働
組
合
会
議
：
ソ
ビ
エ
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
代
表
団
と
の
接
触
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
世
界
労
働
組
合
会
議
が
利
用
さ
れ

た
。
以
下
は
一
九
四
五
年
三
月
二
八
日
の
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
の
記
録
で
あ
る
。

　

ソ
ビ
エ
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
代
表
と
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
代
表
と
の
間
で
会
議
が
も
た
れ
た
。
加

え
て
、
委
員
会
の
議
長
と
共
同
書
記
が
、
会
議
の
手
は
ず
を
整
え
た
同
志
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
と
と
も
に
出
席
し
た
。
会
議
は
調
査
的
な
も
の
で
、
一
般
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的
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
同
志
Ｍ
・
Ｉ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
け
れ
ど
大
部
分
は
労
働
組
合
を
通
じ
て
組
織
さ
れ
た
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
強
さ
と
組
織
に
関
す
る
詳
細
を
述
べ
た
。
彼
は
、
ス
ポ
ー
ツ
水
準
が
十
分
に
高
け
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
他
国
の
労

働
者
よ
り
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
組
織
と
競
い
合
う
こ
と
を
好
ん
だ
、
と
述
べ
た
。
同
志
カ
イ
ン
（K

yne

）（
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
設
立
に
は
困
難
が
あ
る
が
、
会
議
で
聞
い
た
こ
と
に
は
関
心
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

一
六　

国
際
会
議
：
初
期
の
国
際
会
議
が
か
な
り
の
関
係
す
る
国
々
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
一
九
四
五
年
九
月
に
始
ま
る
世

界
労
働
組
合
会
議
に
直
ち
に
続
く
日
々
に
、
そ
の
よ
う
な
会
議
を
パ
リ
で
開
催
す
る
こ
と
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
に
そ
の
会
議
を
組
織
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
が
一
九
四
五
年
五
月
三
〇
日
に
合
意
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
招
待
状
は
各
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
送
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
時
ま
で
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
再
建
し
て
い
な
い
国
々
は

そ
の
国
の
労
働
組
合
組
織
を
通
じ
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
世
界
労
働
組
合
会
議
で
接
触
が

確
立
さ
れ
た
代
表
を
通
じ
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

一
七　

戦
争
中
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
：
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
で
、
戦
争
中
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
を
維
持
し
て
き
た
の
は
以
下
の
国
々
だ
け
で
あ
る
。

一
八　

イ
ギ
リ
ス
：
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
限
ら
れ
た
規
模
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
組
織
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
軍

隊
に
い
る
男
女
の
不
在
、
産
業
に
残
る
男
女
の
長
時
間
労
働
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
設
備
が
製
造
さ
れ
な
い
こ
と
と
も
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

組
織
は
維
持
さ
れ
、
陸
上
競
技
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）、
ボ
ウ
ル
ズ
、
チ
ェ
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ダ
ー
ツ
、
そ
し
て
最

近
ま
で
は
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
が
組
織
さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
お
よ
び
水
泳
は
戦
争
中
は
延
期

さ
れ
た
。

　

組
織
さ
れ
た
特
に
愉
快
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
一
時
的
に
移
住
し
て
い
る
大
陸
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
代
表
と
の
国
際
チ
ェ
ス
マ
ッ
チ

で
あ
っ
た
。
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関
心
の
復
活
は
大
戦
の
終
結
以
降
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
よ
り
大
き
な
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
へ
と
導
く
こ
と
で
、
国
際
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
計
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。

一
九　

パ
レ
ス
チ
ナ
：「
ハ
ポ
エ
ル
」（
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
）
は
委
員
会
と
の
一
定
の
接
触
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
、
水
泳
、
体
操
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
レ
ス

リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
卓
球
お
よ
び
海
上
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
、
航
海
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
を
含
む
多
く
の

種
々
な
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ハ
ポ
エ
ル
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
中
東
全
体
で
も
、
そ
の
会
員
の
数
に
お
い
て
も
活
動
の
領
域
に
お
い
て
も
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
組

織
で
あ
る
。
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
総
連
合
に
加
盟
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
訓
練
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ィ
ー
ル

ド
と
体
操
ホ
ー
ル
の
建
設
の
た
め
に
多
額
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。
協
会
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
す
べ
て
の
町
、
村
お
よ
び
居
留
地
に
支
部
を
も
っ
て
い
る
。

戦
争
は
困
難
を
、
と
り
わ
け
人
員
の
損
失
を
も
た
ら
し
た
け
れ
ど
も
、
活
動
は
過
去
六
年
間
に
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
な
く
続
い
て
い
る
。

二
〇　

ス
イ
ス
：
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
は
依
然
と
し
て
戦
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
会
員
数
が
不
動
で
あ
っ
た
。
成
功
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
定
期
に
開
催
さ
れ
、

週
刊
紙
『
Ｓ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
ス
ポ
ー
ツ
』
は
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
戦
争
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
が
よ
り
詳
細
な
情
報
を
得
に
く
く
し
て

い
た
。

二
一　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
：
委
員
会
は
戦
争
中
こ
の
国
と
の
接
触
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
に
、
Ｔ
Ｕ
Ｌ
が
困
難
で
は
あ
っ
て
も
限
ら
れ

た
規
模
で
機
能
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

二
二　

財
政
：
委
員
会
は
満
足
の
い
く
財
政
的
基
盤
の
う
え
で
働
い
た
。
国
際
労
働
組
合
連
盟
が
一
五
〇
ポ
ン
ド
（
三
年
間
に
毎
年
五
〇
ポ
ン
ド
）
を
寄

付
し
、
よ
り
少
額
の
寄
付
金
が
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
「
ハ
ポ
エ
ル
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
さ
さ
や
か
な
補
助
金
を
委
員
会
と
関
係
の
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あ
る
労
働
組
合
そ
の
他
の
国
内
グ
ル
ー
プ
か
ら
受
け
取
っ
た
。
委
員
会
が
機
能
し
て
い
た
時
期
の
収
入
総
額
は
一
七
八
ポ
ン
ド
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス

で
あ
っ
た
。

二
三　

同
時
期
の
支
出
は
合
計
四
二
ポ
ン
ド
一
二
シ
リ
ン
グ
一
〇
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
唯
一
の
費
用
は
印
刷
費
、
郵
便
料
金
お
よ
び
会
議
費
で
あ
っ
た
。

事
務
な
い
し
一
般
の
管
理
費
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
関
係
す
る
個
人
お
よ
び
組
織
に
よ
っ
て
自
発
的
に
賄
わ
れ
た
。

二
四　

一
三
五
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス
の
収
支
差
額
は
パ
リ
会
議
の
費
用
に
用
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

二
五　

結
論
：
準
備
委
員
会
は
こ
の
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
欠
点
の
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
が
、
委
員
会
の
活
動
は
、
こ
の
暗

い
六
年
間
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
精
神
を
た
だ
生
か
し
て
お
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
十
分
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
委
員
会

は
、
委
員
会
の
設
立
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
、
そ
し
て
大
変
気
前
の
良
い
財
政
的

そ
の
他
の
援
助
、
並
び
に
多
く
の
我
々
の
同
志
と
の
接
触
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
資
金
を
、
同
志
ス
ケ
ヴ
ネ
ル
ス
を
通
じ
て
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
に

対
し
て
国
際
労
働
組
合
連
盟
に
感
謝
を
表
明
す
る
。

二
六　

委
員
会
は
、
パ
リ
会
議
が
そ
の
先
行
者
よ
り
大
き
く
て
活
動
的
な
わ
が
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
再
建
に
導
き
、
万

国
の
労
働
者
階
級
の
た
め
に
健
康
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
振
興
し
奨
励
す
る
だ
ろ
う
と
信
ず
る
。

　
　

準
備
委
員
会
を
代
表
し
て
署
名
。

ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
（
議
長
）　　

　
　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
と
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ル
フ
（
共
同
書
記
）

　
　

一
九
四
五
年
九
月
五
日
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付
録
Ⅰ

国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
未
来

一　

準
備
委
員
会
が
戦
争
中
に
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
た
接
触
と
そ
の
後
に
再
開
さ
れ
た
接
触
か
ら
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
労
働
者
階
級
の
間
に
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
的
な
組
織
化
に
向
け
て
の
全
般
的
な
願
い
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
我
々
の
見
解
と
し
て
は
、

こ
の
こ
と
が
自
動
的
に
、
国
内
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動
を
奨
励
し
刺
激
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
た
め
に
、
わ
が
社
会
主

義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
再
建
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

二　

し
か
し
、
変
化
す
る
状
況
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
構
成
も
一
定
の
変
更
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
参
加
を
得
る
た
め
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う

な
国
々
で
は
変
化
す
る
状
況
に
当
然
注
意
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
当
分
の
間
労
働
者
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
分

離
さ
れ
ず
に
、
共
同
の
ス
ポ
ー
ツ
戦
線
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
戦
い
に
お
い
て
す
べ
て
の
セ
ク
ト
の
違
い
を
取
り
払
う
必
要
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

我
々
は
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
イ
ギ
リ
ス
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
そ
れ
と
の
関
係
に
お
い
て
、
常
に
起
こ
り
そ
う
な
困
難
を
避

け
る
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
や
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
労
働
者
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
階
級
分
裂
は
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
一
般
的
な
ス
ポ
ー
ツ
統
括
団
体
が
、
そ
の
組
織
の
不
可
欠
な
部
分
と
し
て
、
労
働
組
合
と
社
会
主
義
者
の
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
の
要
求
を
満
た
す
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を
備
え
て
い
た
。

　
　

こ
れ
ら
の
観
察
を
考
慮
し
て
、
我
々
は
以
下
に
提
案
す
る
。

三　

国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
。
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四　

善
意
の
労
働
者
階
級
組
織
で
あ
る
こ
と
を
執
行
委
員
会
に
納
得
さ
せ
る
す
べ
て
の
国
内
セ
ン
タ
ー
に
会
員
資
格
が
開
か
れ
る
こ
と
。
実
情
を
評
価
す

る
う
え
で
各
々
の
国
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

五　

た
だ
一
つ
の
国
内
ス
ポ
ー
ツ
組
織
し
か
な
い
国
で
は
、
労
働
組
合
や
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
か
ら
な
る
会
員
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
代
表
し
て
、
そ
の
よ

う
な
団
体
へ
の
加
盟
が
開
か
れ
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
後
援
で
組

織
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
競
い
合
う
権
利
が
あ
る
だ
ろ
う
。

六　

復
活
会
議
に
以
下
の
点
を
報
告
す
る
た
め
に
準
備
委
員
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
（
ａ
）
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
名
称

　
　
（
ｂ
）
上
記
の
（
三
）（
四
）（
五
）
の
諸
点
を
含
み
込
ん
だ
そ
の
構
成

　
　
（
ｃ
）
専
門
委
員
会
の
設
置
と
活
動
範
囲

　
　
（
ｄ
）
事
務
局
の
場
所

　
　
（
ｅ
）
会
費
の
比
率

　
　
（
ｆ
）
国
際
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の
早
期
の
組
織
化

七　

準
備
委
員
会
は
五
名
で
構
成
さ
れ
、
同
一
の
国
か
ら
二
名
を
出
さ
な
い
。
加
え
て
、
会
長
代
理
と
書
記
代
理
が
置
か
れ
る
こ
と
。

八　

準
備
委
員
会
は
パ
リ
会
議
に
出
席
す
る
そ
れ
ら
す
べ
て
の
組
織
と
接
触
を
維
持
し
、
新
し
い
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
会
員
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

他
の
組
織
と
接
触
を
確
立
し
よ
う
と
努
め
る
だ
ろ
う
。

九　

準
備
委
員
会
は
で
き
う
る
か
ぎ
り
速
や
か
に
開
催
さ
れ
る
復
活
会
議
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
準
備
を
整
え
る
だ
ろ
う
。
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付
録
Ⅱ

青
年
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　

我
々
は
、
何
よ
り
も
平
和
で
幸
福
な
人
間
ら
し
い
生
活
を
望
む
す
べ
て
の
国
の
青
年
に
向
け
て
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
送
る
。
そ
れ
は
君
た
ち
の
若
々
し
い

情
熱
と
楽
天
性
を
育
む
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
ど
ん
な
に
高
い
情
熱
も
深
い
願
い
も
、
ま
た
ど
ん
な
に
強
い
信
念
も
そ
れ
自
体
で
は
我
々
を
我
々
の
ゴ
ー
ル

へ
と
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
成
功
の
保
証
は
、
我
々
が
わ
が
ス
ポ
ー
ツ
で
学
ん
で
き
た
よ
う
に
、
長
い
体
系
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
良
い
ス
タ

ー
ト
で
あ
り
、
最
大
か
つ
統
制
さ
れ
た
肉
体
の
す
べ
て
の
身
体
能
力
の
発
揮
で
あ
り
、
そ
し
て
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ツ
へ
の
忠
誠
と
結
び
つ
い
た
意
志
の
力

で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
我
々
は
、
す
べ
て
の
善
意
あ
る
友
人
た
ち
と
の
連
帯
と
協
力
の
精
神
で
も
っ
て
共
通
の
世
界
を
築
く
だ
ろ
う
。
そ
の
身
体
的
、
知
的
お
よ
び

道
徳
的
能
力
の
十
分
で
健
全
な
発
達
を
若
い
男
女
に
保
証
す
る
世
界
を
。

　

今
世
紀
よ
り
前
、
ほ
と
ん
ど
の
若
者
に
と
っ
て
労
働
条
件
は
厳
し
く
単
調
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
部
の
非
常
に
特
権
あ
る
少
数
の
者
だ
け
が
教
育
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
便
宜
を
得
て
い
た
。
若
者
た
ち
自
身
の
努
力
と
労
働
組
合
や
社
会
主
義
政
党
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
、
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
こ
と
が
あ
る
。

　

我
々
は
青
年
に
、
心
身
両
面
で
の
発
達
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
を
望
む
。
我
々
は
青
年
に
、
そ
の
よ
う
な
手
段
を
十
分
に

活
用
し
う
る
よ
り
多
く
の
余
暇
と
適
当
な
賃
金
を
得
る
こ
と
を
望
む
。
我
々
は
青
年
に
、
何
の
人
為
的
な
妨
げ
も
受
け
ず
に
、
彼
ら
の
祖
国
だ
け
で
な
く

外
国
へ
も
旅
行
す
る
便
宜
を
得
る
こ
と
を
望
む
。
我
々
は
青
年
に
、
結
社
の
自
由
と
完
全
な
選
挙
権
を
得
る
こ
と
を
望
む
。
青
年
が
十
分
で
完
全
な
生
活

を
築
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
類
の
進
歩
の
た
め
に
も
っ
と
も
可
能
性
あ
る
貢
献
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

好
機
が
訪
れ
る
た
び
に
、
君
た
ち
の
固
い
意
思
を
宣
言
し
、
青
年
が
も
は
や
搾
取
の
世
界
の
犠
牲
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
青
年
が
も
は
や
失
業
で
身

体
的
に
も
道
徳
的
に
も
腐
敗
し
な
い
こ
と
を
、
青
年
が
も
は
や
貧
困
の
災
難
や
そ
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
結
果
に
苦
し
ま
な
い
こ
と
を
、
そ
し
て
青
年
が
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も
は
や
凶
器
を
も
っ
て
青
年
同
士
で
戦
わ
な
い
こ
と
を
決
意
し
よ
う
。

　

我
々
は
、
も
し
科
学
と
技
術
的
進
歩
が
人
類
の
た
め
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
し
共
通
の
利
益
が
利
己
主
義
に
勝
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
し

国
際
的
な
経
済
協
力
が
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
が
地
球
が
き
わ
め
て
豊
か
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、

我
々
は
自
由
で
価
値
あ
る
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

偉
大
で
困
難
な
仕
事
！　

崇
高
な
ゴ
ー
ル
！

　

そ
の
た
め
に
備
え
よ
う
！　

君
た
ち
の
体
を
鍛
え
、
君
た
ち
の
知
識
を
広
げ
、
そ
し
て
君
た
ち
自
身
を
祖
国
の
立
派
な
伝
統
と
人
類
の
最
良
の
文
化
的

伝
統
の
価
値
あ
る
代
表
者
と
し
よ
う
。
他
人
に
対
す
る
道
徳
的
な
力
の
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
効
果
的
な
源
で
あ
る
よ
う
な
自
制
心
を
働
か
せ
よ
う
。

　

君
た
ち
の
国
際
協
力
の
原
則
を
堅
く
守
ろ
う
。
容
易
に
新
た
な
戦
争
を
引
き
起
こ
す
民
族
的
人
種
的
憎
悪
の
回
路
に
そ
の
信
念
か
ら
君
た
ち
を
引
き
込

む
よ
う
な
、
浅
薄
な
愛
国
主
義
と
放
漫
な
民
族
主
義
の
魅
力
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

　

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
が
成
長
し
た
そ
の
根
を
断
ち
切
る
よ
う
我
々
を
助
け
て
ほ
し
い
。
類
似
し
た
毒
の
あ
る
植
物
が
生
育
す
る
た
め
の
種
子
が
蒔

か
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
の
破
滅
は
世
界
に
と
っ
て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
若
者
に
と
っ
て
最
大
の
好
機
で
あ

る
。
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
平
和
で
幸
福
な
人
間
ら
し
い
生
活
に
基
礎
を
お
く
、
人
間
ら
し
い
協
力
の
新
世
界
を
築
く
好
機
で
あ
る
。


